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参加生徒・教員感想文集
日英サイエンスワークショップに参加して
　京都府立洛北高校　２年　
安井　菜穂　
　(Climate　Change　team)
　イギリス、サリーでの日英サイエンスワークショップに参加した一週間は、思っていたよりも大きな影響を私に与えました。とても１週間とは思えないほど、たくさんの思い出、経験が鮮明に頭に残っています。それは、ほとんどが本当にすばらしい楽しかった思い出ですが、すこしショックもありました。
　イギリスのメンバーと初めて会ったWelcome Partyで、私は一緒に行った日本のメンバーの積極性にとても驚きました。私も一緒に話したかったのですが、自分の英語に自信が無く、しばらく戸惑っていました。しかし、一回勇気をだして、会話に入れてもらうとイギリスの生徒達は皆とても優しくて、私のたどたどしい英語でも優しく普通にしゃべってくれました。
　次の日からプロジェクトが始まって、いろいろ話し合いをしていくうちに、イギリス人と日本人とのある違いに気がつきました。イギリス人は、いつも自分の考えや発言に自信を持っていましたが、私から見れば、すこし大雑把なところがありました。それに対して日本人の場合は、まじめに物事を考えて、小さい事も気にしてしまう、といった感じです。私の発言はいつも曖昧で、断定することがなく、イギリスの人たちは不思議に感じただろうと思います。
　今では、そのすべての思い出が輝いています。今普通の生活に戻ってからは、あの一週間は本当に夢だったのではないかと思ってしまうほどです。今までの人生で、一番内容の濃い充実した一週間だったと思います。
　今後イギリス人の日常会話についていけるくらいの英語力をつけて、いつかもう一度イギリスに行きたいと思います。
日英サイエンスワークショップを終えて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都府立洛北高校　２年　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡村　文香

  私は、この日英サイエンスワークショップに参加できて本当に良かったと心の底から思いました。初日のパーティでは、あまりに緊張しすぎて英語が全く出て来ず、自己紹介するのがやっとでした。英語が全然喋れないことにあせってどうしたら良いか分からず、とても落ち込んでしまい、これから一週間ちゃんとできるかものすごく心配になりました。翌日からは、プロジェクトが始まり、レクチャーも多くなり、ますます不安になったけれども、このままずっとあせっていても意味が無いと思い、少しでもみんなに着いて行けるように必死になって頑張りました。プロジェクトの1日目は、渡英する前から身につけていたアクティウォッチの結果をみて、そのデータの精密さに驚いたり、とにかくおもしろくてますます興味がわいて来ました。普段では絶対出来ないような貴重な実験も出来ました。それから毎日、教授のレクチャーを受けて様々なことを学びました。すべて英語で理解するのが難しかったけれども、周りの方たちが助けてくださったおかげで、なんとか少しずつ理解することができました！！理解していくうちにどんどん楽しくなってきて、本気で科学が楽しいと感じました。今までも、楽しいと感じたことはあったけれども、本気で「楽しい」と思ったのは初めてでした。このように、いろいろなことを考え、感じ、学び、理解していったことで、プレゼンテーションは非常に良いものが出来たと思います。日英ペアでプロジェクトを十分に活動出来なかったことはとても残念だったけれども、同じテーマでみんなと一緒に学べて本当に良かったと思っています！！
　また、英語が出来なくて毎日落ち込んでいたのを忘れさせてくれるぐらい楽しかったのは、夕食のあとの文化交流会や戸外での活動でした。それを楽しみにしていると、プロジェクトもとても頑張れました。交流会では、日本で練習してきた「こま」をうまく紹介できてみんなに楽しんでもらえて本当に良かったです！！ブンブンごまも次の日までやってくれていた人もいてめちゃくちゃ嬉しかったです。頑張った甲斐があったなと思いました。他のみんなもすばらしい出し物を披露してくれて盛り上がり、本当に楽しかったです！！
戸外での活動の時は、簡単な野球に寄せてもらって、一緒に楽しむ事が出来ました。その後、バレーボールやハンカチ落としもしました。英語がうまく話せなくてもスポーツを通じてコミュニケーションがとれて嬉しかったです。最終日のパーティでは、みんなといっぱい写真をとったり寄せ書きをしてもらったりして、本当に最高の思い出が出来ました。
　英語が十分に話せなかったことはとても悔しかったし、いざとなると英語はなかなか喋れないことが分かってとても苦労したけれど、このワークショップに参加できて本当に本当によかったです！！もうこの気持ちはとても言葉ではうまく言い表せません。こんな素晴らしいチャンスが与えられて、私はとても運が良かったと思います。イギリスに行って得たものは多く、私にとって大きな財産となりました。もちろん、ロンドン研修も楽しかったけれども、やっぱりサリー大学でみんなとともに過ごし、ともに学んだ一週間がとても意味のあった、今までの中で何よりも心に残った思い出となりました。このワークショップに参加できて本当に良かったと心から思っています。

日英サイエンスワークショップに参加して

京都府立洛北高校　2年

柿本　真之介

このワークショップは私に今後の人生に大きな影響を与えたといっても過言ではないほど重要な経験となりました。最初は６万円で旅（?）に行けるという誘惑に誘われワークショップに参加を申し込みましたがしましたが、いざ参加が決まったときは無上の喜びと英会話の不安という気持ちでいっぱいでした。いざイギリスに着くと英語がかなり聞き取りにくく本当に初めは何をしにきたのかわからないほどでした。

サリー大学での一週間はイギリス人高校生たちと交流したり研究をしたりしていました。私のチームの研究内容はナノテクノロジーでした。ナノテクは初日から楽しく興味もあったので、日を追うごとに英語の聞き取りにも慣れてきてよりいっそう楽しむことが出来ました。私のチームは電子顕微鏡を使い何万倍もの倍率で虫などを観察したり、ほかにも、イオンビームでパソコンを使って描いた絵を数nmほどの大きさに描き移したり、顔写真もイオンビームを使って描いたりと、日本では体験できそうにないことをたくさん経験できて良かったです。

　学食に関して言わせてもらうと、料理はどれも脂っこく、量も多かったので、ご飯が恋しくなりました。

水曜日にはオックスフォード大学を見学に行きました。町全体が大学になっていたので驚きました。どの建物も古く繊細で、見る価値のあるものがたくさんありました。サリー大学生活最後の金曜日の研究発表では、緊張するつもりはありませんでしたが喋る直前に緊張してしまいました。少しくいが残りましたが、達成感がありました。

あっという間の一週間で、もう少し英語を聞き取り話すことが出来たらなと思いましたが、十二分に満足のいく経験がたくさん出来たすばらしい１週間となりました。

イギリスの高校生との別れを惜しみつつバスで市内のホテルへ向かい、その後ケンブリッジ大学を視察しました。建物の中は日本とは比べ物にならないほど大きく装飾が豪華で美麗でした。見たものすべてがすばらしかったです。

　最後の二日は待ちに待ったロンドンの自由研修で、1日目はテレビや雑誌でしか見たことがなかったビッグベンや大英博物館などを、２日目には、グリニッジ天文台、科学博物館を訪れました。1日目は時間内に見きれないほどで特に大英博物館は、展示物の量がとてつもなく、もう一度訪れて何日か通い詰めたいと思った程でした。そして、何よりうれしかったのはホテルの料理が豪華で美味しかったことです。あまりに美味しく日本に帰りたくなくなりました。ここでやっと元が取れた気がしました。

　そうしてイギリスでの10日間は終わり12時間をかけて日本に到着。京都はイギリスよりも蒸暑く出発前と何も変わっていなかったのでイギリスに行ってきたという実感がわきにくかったです。家に向かう車の中でもう一度イギリスでの出来事を振り返りました。

このワークショップはさまざまなものを与えてくれたし、またこのワークショップのおかげで進路が今までと比べられないほど明確になりました。自分が今までの自分と変わっていることがよくわかるほどです。この経験が未来の自分とつながりを持つように努力していこうと思います。

日英サイエンスワークショップに参加して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都府立洛北高校　２年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　喜瀬川　彩乃

　私はこのサイエンスワークショップでたくさんの価値ある経験をしました。　
　一つ目はイギリスの高校生と活動ができた事です。初めは自分の英語力に自信がなく、緊張してしまい、彼らと全く話すことができませんでした。しかし、自分の知っている英文法と単語を何とか組み合わせて一生懸命に伝えようとしたら、相手も必死に理解しようとしてくれて、何とか理解してもらうことができました。同じチームでペアを組んだ人には、パワーポイントの使い方を聞くことができました。彼は、解りやすく何回も教えてくれました。とても嬉しくて、少し自信を持つことができました。
　イギリスの高校生は優しくて積極的でとても賢いです。私が一番驚き、見習いたいと思っているのはその積極性です。イギリスで何度か講義を聞き、気づいたのは、講義の中で先生と生徒との会話が成り立っていたということです。イギリスの高校生は疑問に思ったこと感じたことを積極的にすぐ皆の前で発言します。先生はもちろん生徒たちもその発言に対して何らかの形で意見したり答えたりしていました。おそらく彼らの学校でもいつもこういった授業形態なのだと思います。日本ではあまり見られない授業形態だと思いました。私が今まで受けてきた日本での授業は参加するというよりは、生徒は聞くことに必死で、どうしても受身の形になっていた気がするのです。日本でもイギリスのように、会話の成立した授業をすればより効率的な授業になると思います。そのためにはもっと意欲的に話を聞き、時には質問をしたり意見を述べ、話に参加しようという積極性を持って授業に取り組むことが大切だと思います。
　二つ目は質の高い研究活動とプレゼンテーションができたことです。私のグループは「サテライト」について研究したのですが、今まで聞いたことの無いような興味深い内容で毎日がとても新鮮に感じました。私たちはマルチスペクトルカメラと３Dカメラについて学び、実際にそれらのカメラを使って撮影し、画像を合成したりしました。またサリー大学にあるスペースセンターへ行って最新の衛星の話について詳しく教えてもらいました。先生方はとても親切でおもしろい方々で、話を聞いていてとても楽しかったです。サリー大学での最後の活動であったプレゼンテーションは今までにない本当に素晴らしいものでした。イギリス人は発表の際、原稿をそのまま読むのではなく自分の頭の中で整理して、人の顔を見て解りやすいように発表していました。質問もたくさん飛び交い、とても内容の濃いプレゼンテーションでした。
　三つ目は友達ができたことです。イギリスの高校生はもちろん、このサイエンスワークショップに参加した日本のSSH四校の人達はとても向上心がある人たちばかりで、よい刺激になりました。彼らとたくさんの素晴らしい思い出も作る事ができました。これからも交流を続けたいと思っています。
　最後に、この日英サイエンスワークショップに携わった全ての人に感謝します。高校生でこんなに素晴らしい経験ができるとは思っていませんでした。このような交流がこれからもっと増えるべきだと思います。ありがとうございました。
サイエンスワークショップを終えて

京都府立洛北高校　２年　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤戸　聡史

　真夏の盛りだというのに、ヒースロー空港は日本の蒸し暑さからは想像できないほどに涼しかった。空港からサリー大学まで、バスの窓から眺める景色は、広大な自然の中に古く荘厳な建物が立ち並び、日本のそれとはまったく違っていた。しかし、その様な感動に浸る間も無く、オリエンテーションが始まり聞き取れない英語に不安が募りだした。自分の英語力不足は十分に分かっていた。しかし、英語から逃げるわけにはいかない。チャレンジあるのみ。そう心に決めて、研修が始まった。
　８月１日、水を採取し、ｐｈ・ＮＴＵ・Ｃｌの数値を調べ対照実験を行った。同じグループのアマンダやマイケルやローレンスに自分から話しかけ、徐々に会話ができるようになっていった。夜には、日本対イギリスでフットボールをして楽しめるほどにまで会話も上達していた。　
　４日のプレゼンテーションに向けて、準備を始めるころには、水グループの仲間はパワーポイントを協力して作り上げる結束力が出来上がっていた。プレゼンテーションの準備でいちばん難しかったのは、英語で文章を書いたことだ。スピーチ時間は短かったけれど、それまでの準備には大変な時間がかかった。しかし、英語でスピーチが出来た事は、僕にとって大きな経験となった。
　日本とイギリスでは、いろんな場面で違うことが多い。水質基準の点では、日本ではＣＯＤを測定することになっているがイギリスでは測定しない。また、ロンドンの街並みは古い建物が多く、何年も先までそれらを大事に使っていこうという気持ちが感じられて、京都の町でもそれを見習わなければと思う。あるいは、イギリスの学生は積極的に自分の考えを主張してくるので、僕たちも自分の意見ははっきりと言わなければならないなどという点だ。
　日本へ向かう飛行機の中で、僕は９日間の研修を思い返していた。僕の今までの経験で、これほど緊張し、人の言葉に耳を傾けたことはなかったと思う。全てを聞き取ることは出来なかった。そして、僕の意志も１００パーセントは伝えきれなかった。しかし、今回の経験はこれからも科学を学び続ける僕にとって大きな一歩となった事は間違いない。自分の力の足りなさを自覚し、恥ずかしくもあり、そして楽しかったと一言で言い表すことが出来ないほど充実したイギリス研修だった。

日英サイエンスワークショップ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都市立堀川高校　１年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高嶋　梨菜

この研修を通して学んだことはたくさんあります。まず質問の大切さです。さまざまな場面で教授やイギリスの先生は、質問することの大切さを強調しました。質問することは恥ずかしいことではないのだから、わからないところや興味を持ってもっと知りたいと思うこと、何でも聞くべきだと教わりました。実際研究中も話が難しくなると話を止めてもらって質問することができました。また教授は、研究での人とのつながりを大切にするよう教えてくれました。もしも研究が行き詰ったらどうしますかという問いに教授は、ほかの研究をしている人に相談してさまざまな角度から見直してみると答えてくれました。他の分野の人とも研究の問題や成果を教えあうのはとても大切だと思いました。

そして今回の研修で一番の思い出は、イギリスの学生と友達になれたことです。朝から晩まで一緒に過ごし、本当に仲良くなれました。早朝に大学構内を散歩したり、夜に湖のそばで音楽の演奏を聞いたり、夜暗くなるまでスポーツをしたり、とても楽しかったです。一緒に過ごしていて、日本のことを話すとイギリスの人の新たな視点での考えが聞けて、自分の考えの視野が広がったように思います。今でもかわらず友達で、このつながりは一生大切にしていたいです。友達をつくることに国籍は関係ありません。一番大切なのは自分から話しかける積極性だと思いました。また、少しの英語でも本当に伝えたい気持ちは伝わりました。しかし私はもっと深く微妙な考えを受け取りたいし、伝えたいです。だから私はもっと英語を勉強したいと思いました。

この研修では多くの先生やサリー大学の方にお世話になりました。本当にありがとうございました。この研修で得たものを今後伸ばしていき、多くの人に伝えていきたいと思います。

日英サイエンスワークショップ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都市立堀川高校　２年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小山　彩香

このワークショップでは、良い意味でも悪い意味でも期待はずれのことが多かったように思います。

現地学生との交流の期間は、考えてみればたったの5日間だったけれど、1日1日が充実していて、とても5日間とは思えませんでした。言ってみれば、2週間くらい大学で過ごしたような気がします。

初日のパーティーとセプターでの活動は、緊張してオドオドして、しかもイギリス発音が聞き取れなくてとても話し掛けられなかったけれど、プロジェクトで現地学生と話す機会が増えて、発音と雰囲気に慣れてからは楽しく話すことができるようになりました。

プロジェクトの活動だけでなく、スリープセンターや、オックスフォードで講義を聞きましたが、どれも私にとっては初めての内容で、恐らく日本語で聞いてもよく理解出来ないのではないかと思うようなものでした。それを英語で聞いたので、理解しようと脳みそはフル回転。でもその苦労のおかげで、集中して聴く能力が向上したと感じます。

ワークショップの内容は、考えてみれば本当に大変。時差ぼけの中自分に鞭打って英語を駆使して勉強・・・でも、「しんどい！」「来るんじゃなかった！」などとは一度も思いませんでした。むしろ「本当に、来れてよかった！」と、ずっと思っていました。それは、やっぱり英語も科学も大好きだからそう感じるのだろうと思います。あとから考えても、観光よりワークショップ中の方がずっと充実していたし、楽しいものでした。

本当に本当に貴重な体験ができたと思います。もともと興味を持っていた分野のプロジェクトに参加して、将来遺伝子関係の勉強がしたいという気持ちがより強くなったのと同時に、さらに眠りや夢のメカニズムに大変興味をもちました。もし私がSSH校に入学していなかったらこのワークショップの存在すら知らなかったと思うし、もしワークショップに参加していなかったら、将来に向けての意志が大きく変わっていたかもしれません。

ワークショップ後も学んだことを学校に、日本に還元する為にレポートを書いたり、プレゼンをしたり、ポスターを作ったり・・・と、とても充実しています。

2年生では勉強だけじゃなくて、もう一つ何か打ち込めるようなことを見つけたい！

そんな目標が叶えられた夏でした。

日英サイエンスワークショップの感想

立命館高校2年　
山野吾朗

今回のワークショップは私にとってとても充実したものでした。プロジェクトでは、聞いたことがない単語が飛び交う中、イギリスの生徒は親切に説明してくれとても助かりました。また、ファシリーテイターの方にも本当によくしてもらい、感謝一言に尽きます。オックスフォードやケンブリッジ大学の見学も非常に興味深いものでした。特に、カレッジや街の歴史を感じさせる建物は普段見ることができないものなので、将来建築家を目指している私にとっては非常に良い刺激になりました。

　また、心配していたイギリスでの生活も、個室の寮をサリー大学が用意してくださるなど想像以上のもてなしで、何一つ不自由なく過ごすことができました。

　自分なりには努力したつもりですが、英語力の足りなさを痛感させられました。ヒアリングには多少の自信があったのですが、それもまだまだ通用しませんでした。実践的な英語力をもっと身につけ、来年京都でワークショップが開かれるのであれば、それに臨みたいと思います。また、開催者の先生方には大きな負担になると思いますが、このワークショップをこれからも続けて下さるよう、お願いします。非常に、貴重な経験をさせて頂き本当にありがとうございました。

         「UK-Japan Young Scientist Workshopで得たものと決意」  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立命館高校　３年　

松田智子

１０日間という時間。決して短くはない。しかしこのイギリス研修で私が得たものはそれ以上に大きかったと自信を持って言える。

　　　　　　　「UK-Japan Young Scientist Workshop 2006」

Scientistという言葉がなんだかくすぐったかった。同時に遊びに来ているんじゃない、という思いもこみ上げてきた。初めて会う他校の生徒や先生もいるというのも奇妙な感じがした。そんな気持ちでこのワークショップは始まった。

私たちが訪れたのはサテライト（人工衛星）で有名なサリー大学である。このワークショップのメインであるプロジェクトではグループに分かれて研究やディスカッションを行った。テーマは５つ「気候変動・健康・倫理問題」「生活のための水：水処理および供給」「ナノワールドの探求」「体内リズム・睡眠・時差ぼけ」「人工衛星による地球観察」があり、私は「人工衛星による地球観察」に参加した。

私はとても宇宙に興味があり、卒業研究でも「火星探査機」について研究している。そんな私にとって有名なサリー大学でサテライトについて研究ができるなんて夢のようだ。実際にシャトルに乗せるサテライトをいくつも設計したという先生から、サテライトに搭載するカメラについて学んだ。現在の衛星のカメラは大体、人の頭が分かるほどまでの分解能がある。そんなおそろしく精度の高いカメラは精密な計算の上で製作されている。カメラを固定するためにはθ＝0.002°の精度が要求され、各色の光の波長に対してそれぞれ違うレンズを用意しなければならない。そこで私たちは、赤、青、緑そして近赤外線のそれぞれの波長に対するレンズを搭載させたカメラの設計、分解能の計算、そして時間が余ったので３Dカメラの製作を行った。私はカメラの設計を中心にプロジェクトを行った。イギリス人の生徒とペアを組んでアイディアを出し合った。試行錯誤しながら設計したカメラをレゴマインドストームに乗せて自動的にカメラが切り替わるようにプログラミングした。出来上がったカメラは国境を越えたアイディアの結晶だといえる。一週間かけて行ったプロジェクトは最終日にプレゼンテーションいう形で発表した。正直初めは英語でプレゼンなんて無理だと思っていた。しかし、作っている途中でイギリスの生徒が「僕らも日本語でプレゼンしよう！」と提案し日本語を書いてほしいと言ってきた。私は日本に興味をもって、協力しようとするイギリスの生徒たちの気持ちが本当にうれしかった。そしてもっと頑張って、いいプレゼンにしようと思いたくさん練習した。

みんなで力を合わせてつくりあげたプレゼンは最高のものができた。私は今まで学校でさまざまなことをプレゼンで発表してきた。ただ与えられた課題を調べて発表するだけだ、と思って行ってきたが、その経験がこのプレゼンでとても役に立った。今まで積み重ねてきたものは無駄ではなかったのだと確信した。そしてもっとプレゼンの能力を高めたいと思った。

　私たちサテライトのグループは幸運なことに、大学内の企業と連携している研究室を見学せてもらうことができた。衛星の製作から実際地球を観測しているところなどを見せてもらえた。説明や実物を見て私は、宇宙はまだまだ未知であり開発は難しい、しかしそれだからこそ未来への可能性がたくさん詰まっているのだと感じた。衛星による地球観察によって鉱物、森林、住宅の分布や水資源の状態、災害の状況などがわかるようになった今、地震や津波などの災害救助や、自然や環境の保全などのさまざまな分野での画期的な発展に対する希望が大きい一方、プライバシーや情報の流出などの危険も予想される。これは、もはや一国の問題ではない、一つの国だけが発展すればいいというものではないと思った。そして国、宗教、人種をこえた話し合いが必要だと感じた。

　また、国境を越えた交流が私にとってとても大きな刺激となった。同じ年齢なのに知識がかったり、発想がとても独創的だったりする。また私のアイディアに驚いたり賛成したりもしてくれる。そうやってお互い高めあっていくことは自分を成長させていくうえでとても重要だと感じた。

イギリスの生徒との交流だけでなく他のSSH校の生徒との交流もよい刺激となった。今学校で行っていること、自分の研究、将来の夢などを語り合った。そして他の学校はこんなおもしろいことをしているんだ、うちの学校とこんなところが違う、といったことを知ることができた。

全ての出来事が楽しくって、充実していて、たくさん学ぶことができた。しかし、ひとつ思うことがある。「もっと英語がしゃべれたらよかった」と。もっとしゃべれたらプロジェクトもより理解することができただろうし、もっとたくさんの友達を作りいろいろな話ができただろう。自分の英語力の無さを悔しく思った。私はもっと世界中を見てみたいと思っている。だから日本に帰った今、もっと英語を学ぼうと決意した。

そしていつかScientistという言葉を堂々と掲げて世界中を歩きたいと思う。

イギリス研修において

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立命館高等学校　３年
清原　亜祐実

　英語を母国語とする生徒たちとのディスカッション。想像していたのは激しい討論や意見のぶつかりあい。ついていけるかの不安とその討論に参加してやろうという挑戦をもってイギリスへ挑んだのはたった１ヶ月前。それが信じられないくらい遠いことに思える。向こうとこっちでの生活の落差が、私をそんな気分にさせるのだろう。特にサリー大学でプロジェクトをした４日間は多くの意味で私の心に強く残っている。その４日間には楽しさと悲しみとが入り混じっていた。イギリスの高校生たちと仲良く過ごせた楽しさに、英語でのやりとりの意味がつかめないという事実への悲しみに、毎日が戦いだった。寮に帰って気付けば寝てしまっていたという日が何日も続いて、自分でもこの疲れがどこからくるのか不思議でたまらなかった。こうして今振り返ってみると、毎日肩に力を入れて過ごしすぎていたのだろうなと思える。「英語をうまくなるため、いっぱい話さなくては」　「ここへは自分の意見を英語でぶつけるためにきたのだ」　「最高学年なのだし、しっかりしないと」　必要以上の自分自身への期待、そしてそれに答えられない現実、正直だめになりそうになっていた。そんな馬鹿みたいに肩の力いれてるより、もっとその場を楽しむことのほうが大切だ、そう気付いたのはプロジェクト３日目からだった。その頃には少しずつ一緒のグループの人たちとも間が縮まってきていて、途切れることなく話しながら作業をしていけるようになっていた。調べたことを壁に書き込む作業のなかで、すこしふざけた絵を書いたり、それを笑いあったり、とてもいい雰囲気で「楽しい」という思いしか抱かなかった。何一つ自分自身への期待に報いてないけれど、やっぱりわからないやりとりとかだってあったけれど、それでも楽しいしかそこにはなかった。

　何かをがんばるのは大切だけれど、そのがんばりにつぶされてしまっては意味がないと思う。自分の届けるところよりももっとはるかな高みに目標を置いても、私は超人じゃないから数日でたどり着けるわけがない。目標をおいたときはそこがはるか高いということに気付いていなかったのだけれど。だからそんなことよりも「今、自分にできることを一つずつつぶしていくことのほうが大切」コレってよく言われることだけれど、その意味が実感してみて本当に納得できた。

それに「一緒にやっていく」ということの大変さも楽しさも知ることができた。私は学校での卒業研究は自分一人で行っているから、実験をメンバー全員が一緒にやる必要性とか、それについてくるいろいろな感情とか、いまいちわかりきれないものだった。けれどこうやって一緒にやってみて、楽しいなという気持ちを私も持つことができた。

　このワークショップでの心残りは多少ある。プロジェクト以外の場面では人見知りなところとかがでてしまって、やはり話しかけられずにいたりもしてしまったのもその一つである。何を話せばいいのだろうとかを先に考えてしまって動けなくなって・・・ほかにも日にちがたって疲れがたまってくると、行動が雑になって迷惑をかけてしまう悪い癖もでてしまった。そこらは直していかなくちゃと思うし、自分を見直すいい機会になった。

　全てをひっくるめて、よいサイエンスワークショップだったと思う。だから、来年も再来年もぜひ続けていって、多くの人を感動させるものであってほしいと願う。

ワークショップを通じて得たもの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立命館高校 　３年
東野　碧

このサイエンスワークショップに参加して、今までに感じたことのない充実感や達成感を得ることができた。新しい人や文化との出会い、最先端の科学技術。観光ではない目的で行く海外はさらに新鮮味を増し、修学旅行や家族旅行では感じられない刺激と興奮を私に与えてくれた。

　日本人とは異なる気質を持ったイギリス人から多くの刺激を受けたのはもちろんだが、共にイギリスへ行った日本の友人との交流も本当に刺激的だった。高校生活は学習環境も友人関係も満足のいくものだった。だが、同じ学校へ通い、同じ友達と会話し、同じ先生の授業を受ける毎日。何か足ないと常日頃感じていた。もっと刺激が欲しかった私にとって、このサイエンスワークショップは絶好の機会だった。

　イギリスに着いた私達は、空港でイギリスの学生の出迎えを受けた。早速イギリスの人と話すチャンスがあるとわくわくした私だったが、イギリス英語が思った以上に聞き取れず苦戦した。その傍らで、流暢に英語を話しイギリスの学生と打ち解けていく友達がいた。ワークショップのオープニングセレモニーでも、私よりずっと慣れた様子でスピーチする山田さんに圧倒された。学校では英語が比較的得意な科目だったし、リスニングもスピーキングもそれほど劣等感を覚えていなかった。しかし、彼女らは私をはるかに上回る英語力とコミュニケーション能力を持っていた。井の中の蛙とはまさにこのことだ痛感しつつ、このワークショップから絶対に何かを得て帰ろうと意気軒昂した。

　その後も、プレゼンテーションで抜群の才能を発揮する竹田君、中学から英語を始めたというのにすらすらと英語を話す小山さん…尊敬に値する同世代の人が京都にだけでもこんなにいたなんて、と驚きの連続だった。そしてその度に、私も頑張ろうとやる気を高めることができた。

私はイギリスの人と積極的に関わろうと自分から話しかけたり、疑問があれば教授に質問したりした。自分の気持ちを伝え、相手の気持ちを知りたいという強い思いが、私を前へと突き動かしてくれた。そのうちに、初めはなかなか通じなかった私の英語もだんだんと通じるようになってきた。異なる言語を母国語とする人同士がコミュニケーションを図るときには、文法や発音の問題以上に、伝えようとする気持ちがどれだけあるかが重要なのだと実感した。

自分から動いていけば必ず何かが得られる。このワークショップを通して私は大きな収穫を得ることができた。

日英サイエンスワークショップを終えて

立命館高校　３年　

畠山　領

　今回の日英サイエンスワークショップを体験するまで、私は心のどこかで英語圏の人は他の国の人々が英語で話してくれるので、他言語または異文化に対して受身の態勢の人が多いと思っていた。しかし、それは大きな間違いであることが分かった。彼らは私達の話を丁寧に、そして真剣に聞いてくれ、積極的に日本の文化や我々の考えを理解しようと努めていたのである。それと同時に、私は英語やイギリスの文化を吸収しようという気持ちに捕らわれすぎて、日本語や日本の文化を英国生徒に伝える使命をあまり自覚していなかった事にも気が付いたのである。

　それを強く実感したエピソードがある。それは私が英国生徒のサラとプレゼンテーションの司会の打ち合わせをしていた時の事である。私が司会に立候補した動機は、「人前で英語を喋る訓練になるから」というものであった。従って私は英語で司会を進行するつもりでいたのだが、サラは「私は英語は喋れるが日本語は喋れない、けれどもあなたは日本語も英語も喋れる。日英サイエンスワークショップの目的である異文化交流を実現するためにも、あなたには日本語で司会をして欲しい」と言ってきたのである。私は最初、これでは「自分のため」にならないと思い、頑なに英語での司会を希望していた。しかし、しばらく考えるうちに、私は「自分のため」しか考えていなくて、「ワークショップのため」という視点を欠いていたのではないかと自覚したのである。そして私は、彼女にも簡単な日本語を教えてあげて、部分的に言語を交換しながら日本語を英語の両言語で司会を進行するという案を提案し、彼女もそれに賛同してくれたのである。

　このように、英国生徒は私達を理解しようと積極的に歩み寄って来てくれた。そして私達もそれに答え、両者は１週間で科学を通して１つになる事ができた。　

　しかし、世界は１つになろうとばかりしている訳ではないと思う。私がそう思わざるを得ないのはこのワークショップに至るまでの長い障害を体験しているからである。昨年はロンドン市内での連続爆破テロが起き中止となり、今年も帰国３日後にヒースロー空港でテロ未遂が起こった。これらの事件を起こした人々は世界が１つになる事を阻む動きであると思う。

　私はまだ、一概にどちらの動きが正義であるのかを判断することは出来ないが、少なくともこのワークショップを通して「世界は１つになれるという希望」をもつことは出来た。

　その希望を現実のものにするために、私はこれからも他の文化を幅広く吸収して、同時に日本の文化や我々の考えも発信していける役割を担いたいと考えている。

Water for Life

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都教育大学附属高校　１年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山田　知奈

レストランで、「水を下さい」と頼んだとき、「有料ですが」と言われたら、あなたはどう反応するだろう。私なら、まず自然と顔をしかめるに違いない。「水くらいただで飲めて当たり前だ。」現代日本人の多くには、こういった水に対する意識が一般化している。

しかしイギリスでは状況が違う。イギリスのパブで同じく水を注文すれば、まず「水道水かミネラルウォーターか」と問われる。水道水は無料だが、ミネラルウォーターはそうでない。これは殺菌・保存にかかるエネルギーコストから生じた違いである。こうした二国間の水に対する配慮の相違は、数字でも象徴される。国土交通省水資源部の調査によると、イギリス人一人当たりの一日の水使用量は約一二〇リットルであるのに対し、日本人は約三二〇リットルであると言われている。

今夏、私は「日英高校生サイエンスワークショップ」に参加する貴重な機会を得た。そこで私の選択した実験プログラムは、「生命の水」。基本的な水質浄化プロセスを理解した上で、その応用として、中央アフリカに位置するルワンダの「常設及び緊急時の給水システムを設計すること」が私達のチームの課題である。

ルワンダでは、九四年の春から初夏にかけてジェノサイドが起こった。その際、国外に避難した難民を救援するために、各国は難民救援隊を派遣している。私達は彼らの立場に立って、実際に起きた出来事を題材に、安全な水へのアクセス状況の改善について研究を進めた。

討論が始まると、「一日に供給しなければならない水の量は？」という単純な疑問から、「浄化槽や貯蔵タンクの種類と数量は？蛇口の配置は？必要な塩素の総量と水中の微生物が沈殿するまでにかかる時間は？」など、考慮すべき浄化プロセスの多さに驚かされた。ルワンダでは、川から直接採った水を生活用水として使用している家庭が大半を占める。その結果、住民の第一の死亡原因は下痢となっている。私には想像もつかない世界だ。普段、蛇口をひねれば当たり前のように流れ出る飲み水が、これだけの浄化過程を経ていたとは考えもしなかった。

〝きれいな水がある〟ことは、〝生きる〟ことにつながる。私達日本人は、水のありがたみを忘れている。「スフィア」という国際基準によると、一人当たり毎日十五リットルの安全な水を与えられることが、最低基準として定められている。つまり、一人当たり十五リットルの水で、人は生存できる。しかし初めに述べたように、日本人は毎日三二〇リットルもの水を消費している。この数は主要先進国で四番目に高い数値であり、世界平均の二倍にものぼる。世界には、十五リットルというわずかな量の水でさえ、手に入らず命を落としている人が大勢いるのである。その多くは五歳未満の幼児だ。

わずか十日間の研修だったが、そこで得られた知恵、築かれた友情は、私の将来に大きく活かされると確信している。水の大切さ、又その科学の奥深さを改めて実感しただけでなく、日本とイギリスといった先進国の高校生が、途上国での問題解決に向けて目標を共にし、意見を交流する―いわゆるグローバルパートナーシップ―の重大さに気付かされた。

初めは現地の雰囲気に圧倒されていたものの、共同生活を通して直ぐに打ち解け合い、「文化紹介」等の場面で更に交流が進み、日本メンバーにとって最難関である言葉の壁でさえ、次第に小さく見えてきた。不安が招く緊張感が薄れ、それは期待を込めた〝わくわく感〟へと変わった。お互いの日常会話に共通の話題は少ないが、彼らが日本文化に大きな興味を示し、私の話に熱心に聞き入ってくれたことには何より嬉しさを感じた。

絶え間ない発展を遂げる現代の国際社会には、このような形の国際協力が必要である。私は、このワークショップの成果を積極的に発信し、「水」を初めとするあらゆる国際的課題に関して、興味・知識を拡げるべく、世界に目を向けていきたい。

　　　　日英サイエンスワークショップ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都教育大学附属高校　１年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　竹田　泰樹
　今こうして日本に帰って来てSWの1週間の事を振り返ると、非常に貴重な経験をしたのだ、自分は大きな事をやりきったのだ、と改めて実感します。イギリスにいた間は学ぶこと、考えること、楽しむこと、そして何よりも先生や友達の喋る英語を聴き取ることに必死でそんな事は全く考えなかったのですが、今になって自分が経験した事の重大さに驚いています。そんな機会だったのだからあれをやっておけば良かった、もっと質問すれば良かった、等という後悔も同時に出て来て少々残念ですが、そういう反省はまた違うことに活かそうと思います。反省も含めて勉強です。その点から見ても本当に多くのことを学べました。

　僕は実は将来文系志望の人間で、SWには知る事・経験する事への純粋な欲求から参加したのですが、活動を通して自分の将来への視野が確実に広がりました。簡単に言うと「お、理科も結構面白い」と思った訳です。僕が参加した講座は睡眠や遺伝子に関するもので、その道専門の教授の方々から話を聴き、様々な実験をし、考察をするというプロセスは非常に興味深く、知的興奮を覚えました。
特に体内のリズム(Circadian rhythm)をつくり出す時計遺伝子(Clock genes)のシステムの話を聞いた時には感動しました。それは何と言うか――上手く説明できないのですが、美しい自然や美術品を見た時、あるいは素晴らしい音楽に出会った時のような頭に直接響く感動でした。永遠に続くサイクル（Feed back）の中で、２４時間の周期をコツコツとつくっていく時計遺伝子。そこに僕は深い何かを感じたのです。
こういう感動にはなかなか出会えるものではありませんが、これこそが「学ぶこと」の醍醐味では無いかと思います。そこでは文系理系なんていう仕切りは関係ありません。純粋な馬鹿でかい驚きや興奮があるだけです。そしてその感動に出会う為に、研究者は日々努力をしているのでは無いでしょうか。感動に出会いたい。……その点では音楽や美術造型と関係するものがあるかもしれない。研究と芸術というものは根源でつながっているのかもしれない、と講義を受けながら漠然と考えていました。その間先生の喋る英語に全く注意が向けられておらず、一部分をまるごと聞き逃した所為で後々苦労した、というのはまた別の話です。

今回のSWを通して、理科に関する事だけではない大きな何かを学べたような気がします。はっきり言い表すことは出来ないですが、取りあえず大切な何かです。すみません。
最後になりましたが、このような貴重な機会を与えて下さった多くの方々に感謝したいと思います。本当にありがとうございました。
 
日英サイエンスワークショップ感想文　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都教育大学附属高校　１年
田代裕之

出発する前日、どうせ行っても楽しくないだろうと不安でしたが、大学に到着していきなり始まった立食パーティーでCalumに会い、同じ学校のLaurenceとMr.Aliに出会ってからは今回のワークショップに参加して本当に良かったと思えるようになりました。熱心に日本について聞いてきたりイギリスについて色々教えてくれるCalum、初めはちょっと変わってると思ったが、実際はとても優しくクールなLaurence、日本ではなかなか居ないようなノリの良い先生Mr.Ali。Hinchley Woodから来たその3人とは一週間という短い期間でしたが、心からの親友になれたと思います。3人としゃべったり遊んだりした時間は今思い出しても楽しく、本当に充実した時間でした。勉強に重点を置くつもりだった今回のワークショップでしたが、いつの間にか交流の方に重点を置いていました。

　勉強についてですが、「ナノテクノロジーは地味なものだ」ということを習いました。ナノテクと聞けば「ナノロボット」のようなすごいものを連想しがちですが、今の技術ではそこまで到達していません。私も初めは原子1個1個の配列が見られると思っていたのですが、そのサンプルができるまでは時間がかなりかかることや、顕微鏡が非常に精密で高額なものなので今回はそこまでしないと聞き愕然としました。実際はSEMやAFMという機械を使ってシリコン板の上にナノサイズで字や絵を描くというものでした。期待はずれではありましたが、それでも十分興味を持つことができました。あまり理想なことばかりを勉強するのではなく、知識の基盤になることも勉強することが大切だと気付かされました。今回ナノテクについて習ったことが将来科学技術者になるための基盤となれば良いと思います。

　短い期間の中で色々とあった日英サイエンスワークショップでしたが、CalumとLaurenceとMr.Aliに出会い、仲良くなれたことが最大の成果でした。これからも今回のような機会があれば、積極的に参加していきたいと思います。

日英サイエンスワークショップ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都教育大学附属高校　２年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　堀川　奈津美

＜プロジェクト＞
・小さいころから興味を持っていた宇宙や、地球観測に関する科学を学ぶことができ
てよかった。
・地球観測衛星は、現代の生活に不可欠なものであるが、その具体的な作りや、利用
法はあまり知られていない。プロジェクトの中で、それらに触れることができ、衛星
について新たに興味がわいた。
・最も驚きだったのは、衛星からの画像がただの写真ではなかったということだ。
数々のフィルターを利用することで、穀物の状態から水資源の存在にいたるまで、研
究所の一室から世界中を見渡せる技術はすばらしいと思った。
・特に感動したのは、サリー・スペース・センター（ＳＳＣ）の見学だった。製作中
の衛星について、アンダーウッド先生が詳細に説明してくださり、大変興味深く、貴
重な経験になった。衛星を制御する機器は、予想以上にコンパクトで、現代科学の発
展が実感できた。そして、ＳＳＣは科学の知識の集大成だと感じた。
・私はあまり物理が得意ではなく、疑問も多数あったが、カメラの組み立てや、イン
ターネットの調査をするうちに、自分の中で新しい知識が増えているのがわかり、探
究活動の面白さを今まで以上に感じることができた。
＜プレゼンテーション＞
・日ごろ学校のクラスで発表するのとは異なり、本当の科学者の方々の前だというの
は、とても緊張した。英語を人前で話すことの大変さと、面白さがわかった。
・私が考えた日本語の文を読んでもらったので、そのたった数文にかなり苦労した。
短い言葉の中に、多くの伝えたいことを入れる難しさを実感した。
・サテライトグループは、日本とイギリスの高校生が組になって発表したので、特に
交流が深まってよかったと思う。協力してひとつのものを完成させる喜びが、強く感
じられた。
・最後に、みんな一緒に「サテライトが一番だった。」と言い合えて、ほんとうにプ
ロジェクトに参加した意味があったと思えた。
・指導していただいた先生方や、ファシリテーターのお二人、そしてグループのメン
バーに心から感謝したい。
＜交流のなかで＞
・はじめてイギリスに行くとあって、イギリスの高校生はどんな感じだろう、私たち
とは違うのか、と不安だった。しかし、話してみるととてもフレンドリーで、すぐに
打ち解けることができた。
・私の英語が未熟で、話すのに時間がかかったり、伝わらなかったりしたとき、イギ
リスの高校生は質問を変えてくれたり、ジェスチャーを使ったりしてくれて、とても
勇気付けられた。そのおかげで、進んで会話に入れるようになれた。
・受身になるのは損だと感じた。国際的な場面では、自分をアピールして存在を示し
てこそ、そこにいる価値が見出せるのだとわかった。
・何をするにしても、イギリスの高校生は積極的で、先生方にもどんどん質問をぶつ
けていて、見習わなければならないと思った。日本では経験したことのない、問題解
決の早さと、アイディアを実行に移すスピードに圧倒された。
＜これから＞
・今回のプロジェクトでの活動を皮切りに、衛星についての知識を深めていきたいと
思う。そして、進歩を続ける科学に、常に興味関心の目を向けていたい。
・本当に短い期間だったが、これまでに経験したことのない、夢のような充実した一
週間だった。ワークショップで知り合えたみんなとは、これからも連絡を取り続けた
いと思う。
・新しいことにどんどん挑戦して、自分の世界の幅をもっと広げていこうと思う。

　　　　　　　　日英SWに参加して





　　　　　京都教育大学附属高等学校 2年 

高井　良子


日英SWに参加して、実に多くの体験や成長をすることができ、また何にも代えがたい貴重なものを得ることができたと思う。

例えば、日本語と英語、という異なる言語を母語とする者同士が専門的な科学について語り合う、ということは日英SWの特徴の一つであったと思うが、その実現のためには言語の壁は大きかったように思う。だが、言語が容易に通じないからこそ、お互いに理解し合おう、歩み寄ろう、とする精神が生まれ、結果として人間的に成長することができたと思う。


また、枠を離れたものの考え方を体験することができた。その一例が、私の所属したclimate change teamの研究成果の発表におけるプレゼンテーションの方式である。それは、一般によくみられる、プロジェクターなどを使用して、自分たちの研究成果を述べるだけのものでなく、いかに聴衆を巻き込んで、自分たちの研究してきたことを理解してもらうか、までをも考えた方式だったと思う。私は、すでに構築された枠内でものを考えることはできても、その枠外まで考えを巡らせることは苦手としているので、間近で一般方式から離れた方式を体験できてよかった。


さらに、新しい学習方法に触れられたのも良かった。例えば、私は地球温暖化について調べたのだが、調査によって得られた資料を読んで満足するのではなく、その資料から新たな疑問点を探し出す、また、そこからどういったことが考えられるか、などといった、物事を追求する姿勢を学ぶことができた。

そして、何よりもSWでの交流を通して友達の輪が広がった。1週間余りとはいえ、その期間中常に行動を共にしてきた仲間たちとは、長年にわたって続く友情を築きあげることができたと思う。

最後に、日英SWでは、イギリスの生活の「素」の部分に触れられた気がした。大学内のパブに行って噂話をしたり、寮のキッチンでイギリスのトランプゲームをしたり。これらは一生忘れ得ない貴重な思い出となることだと思う。このような自由な経験をできたのは、ひとえに先生方がわたしたち生徒を信じてくださり、必要最低限の規則しか設けなかったからであると思います。本当にありがとうございました。また、先生方がこのSWの成功のために多く時間を費やし、労力を尽くしてくださったことにも感謝しています。

ワークショップに参加して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　立教英国学院　２年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　板倉　望
私は７月３０日から約１週間サリー大学へ行ってワークショップに参加してきました。このワークショップは日本とイギリスの高校生が一緒に科学を学ぶことを通して、知識を深め、互いを理解しあうことが目的です。地球温暖化、衛星、ナノテクノロジー、水、睡眠の５つのプロジェクトがあり、それぞれ分かれて活動しました。今回のようなワークショップに参加するのは私にとって初めてのことなので参加する前は少し緊張していました。しかし、今まで英国人の高校生と交流したこともないし、大学に行って施設を見学したり実験をしたりすると聞いていたので楽しみのほうが多かったです。私はあまり積極的なほうでもなく、英語がぺらぺらというわけでもないのですが、こんな機会はないかもしれない、自分から話しかけられたらいいなと思っていました。
私は睡眠のプロジェクトに参加しました。Simon先生とSchantz先生に教えていただきました。チームには日本人と英国人の生徒が５人ずついて、人はなぜ眠るのか、体内時計、脳や遺伝子などについて教授から教わったり、スリープセンターの見学をしました。スリープセンターは名前の通り、睡眠についての研究をする施設です。寝ている様子を調べるための１０台ほどベッドがある部屋やリラックスした状態で調べるためにソファーなどの家具が置いてある部屋がありました。他の睡眠の研究室には遺伝子の型を調べる装置などもありました。また、Actiwatchという光と動きを感知することのできる腕時計のようなものをワークショップ１週間前からつけて、そのデータから眠りにつくまでの時間、寝返りの数、どの程度深く眠っていたのかを知ることができました。今回のプロジェクトで一番印象に残っていることはなんといってもスリープセンターで脳波やあごの筋肉と目の動きを測定したことです。コードを頭と額、目の横、あごの下につけて測定しました。私は英国人の女の子とペアになってコードをつけてもらいました。そのあと実際にベッドのある個室で寝て、眠るときに現れる脳波の様子を調べました。午前と午後の２回、３０分ずつ寝ました。眠るときの最適温度は１８度～２２度くらいだそうで、個室はその温度に設定してあって少し寒かったです。データを見てみると寝る瞬間に出るK-complexという脳波や、眠りにつこうとするにつれて目や舌の動きが低下していることがわかりました。この実験はプロジェクトが始まって２日目にあったのですが、このおかげで英国人の生徒達と話す機会が増えたような気がします。教授達のお話の内容は理解するのに一苦労でした。

英国人と何かを一緒にやるということは、思っていた通り私にとって大変なことでした。一番の問題だったのが英語です。同年代の英国人と話をするというのは初めてのことだったので、「話し言葉」というものを聞き取って理解するのも難しかったです。うまく会話ができなくて悲しくなったりしました。でも、聞き返したり、わからないというような様子でいると遅めに話してくれたときは嬉しかったです。もっと英語を頑張って勉強しようと思いました。

文化交流会では、学校ごとにプレゼンテーションをしました。日本の学校の生徒は日本の文化を紹介したりして、私たち立教生は日本とイギリスの歌2曲をみんなで歌いました。イギリスの学校の生徒は学校の紹介や歌を歌ったり楽器の演奏をしてくれました。一緒にこまやけん玉、折り紙で遊んだり、プレゼントの交換もあったりしてとても楽しかったです。

オックスフォード、ブレイズノーズカレッジの見学にも行きました。大学の中を見学させてもらったり、お話を聞いたりしました。大学はとても立派で歴史が感じられました。特に私がすごいと思ったのが図書館です。それほど広くはなかったのですが、びっしりといろいろな本が並べられていて見ていて面白かったです。高１のときにアウティングでケンブリッジへ行って、静かだなぁと思ったのですが、それと比べるとオックスフォードは賑やかな感じがしました。

今回、私はワークショップに参加して自分の将来や進路について考えるようになりました。今までは、高校を卒業したらただ大学に行きたいと漠然としか考えていなくて、やりたいこともあやふやで学部などについてはあまり考えていませんでした。参加していた生徒の中には将来やりたいことを具体的に決めている人もいて、私は少し焦りを感じ、じっくり自分の進路について考えてみました。そうしてみると『このことを勉強したい』と思うものがいくつか出てきました。まだやりたいことがはっきりしたわけではありませんが、私にとっていい刺激になったと思います。プロジェクトはついていくのが大変でしたが、新しく知ることばかりでとても興味深かったです。英国人との交流を通して、単語がわからないときや会話がうまくいかなかったときは、相手が話したいことを理解したい、自分が思っていることを言いたい、そのためには英語を頑張らなくてはいけないなと思いました。

日英科学交流
                      　　　　　　　立教英国学院　２年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐々木 洋明

日英の高校生が集うサイエンスワークショップというものに参加した。

正直言って、科学どうこうより英語が出来るかどうかだけが心配だった。

その心配どおり、英語はわからないところが多かった。それでもなんとか理解しようと、何回か聞きなおすこともあった。そのおかげで少し理解できた場面というのがいくつかあった。質問することはとても大事だ。そんなことを思い知った。

僕が所属したのはナノテクノロジーチーム。さまざまな顕微鏡を使う実験だった。今まで、中学の授業で使うような光学顕微鏡よりも細かいものが見える顕微鏡はすべて「電子顕微鏡」という名前だと思っていたのだが、実はそうではない。電子顕微鏡には走査型と透過型の２種類があり、しかもそれらは数多くある顕微鏡のうちの一種にすぎなかったのだ。それ以外には小さな針で表面をなぞって表面の凹凸を計る走査型プローブ顕微鏡もあるし、X線や紫外線や光電子を利用する顕微鏡もある。このうち、走査型電子顕微鏡は実際に操作をさせてもらった。今まで使っていた光学顕微鏡とはまるで違う使い方。

顕微鏡に、中をのぞくための穴など、どこにも付いていない。パソコンと繋がっており、そのパソコンに接続されたコントローラで操作するのだ。コントローラにはピント合わせ、明るさ調節などのダイヤルが付いている。そのなかでひときわ大きいダイヤルがひとつあった。magnification、倍率調節だ。これがすごい。ダイヤルひとつで百倍から数十万倍まで、自由自在に倍率が変えられたのだ。結果はすぐにパソコンの画面に映し出される。小さなハエの全身が画面に映っていたかと思うと、すぐにその羽根のアップになる。さらにアップにすると、羽根の表面に無数の細かい毛が生えていることが簡単に確認できた。

この作業はとても楽しかった。他にも食塩の結晶や発泡スチロールなどを見た。

ふだん見慣れているものが、１万倍にまで拡大するとまったく違う顔を見せる。

こんな機械を使っていれば新しい発見もいろいろ出来そうだな、と思った。

もちろん、この実験はひとりで行ったわけではない。僕を含め5人の日本人生徒と、4人の英国人生徒、それにファシリテーターのヨージと、ジェレミー教授をはじめとするサリー大学で働く人たちが１週間のあいだ一緒になって進められたのだ。多くの人達と共同で実験をすることのメリットは数え切れなかった。たとえば、みんな初めての経験なので、さっき述べたような喜びや感動を、他の生徒と分かち合えたことだ。実際に電子顕微鏡を使ったことがある生徒は少ない。初めての経験を一緒に喜びあうことで、感動は２倍、３倍にふくらんだ。他にもある。プレゼンテーションの準備をしたときだ。一人だったら自分の考えどおりに原稿を作っていたのだが、複数の人がいたために、みんなが意見を言い合い、悪いところは直し、良いところは取り入れていった。そうしているうちに、一人では気づかなかったようなところを改善でき、結果としてすばらしいプレゼンテーションが出来上がったのだ。さらに、この発表をみんなでやり遂げたという連帯感を持つことで、終わった後の達成感を共有することもできた。

仲間たちと行ったこのプロジェクトで扱った内容は、顕微鏡だけだった。

でも僕はそれだけで充分だったと思う。顕微鏡を理解するためには量子力学を学ぶ必要があるので、そのことも多少やったりできたからだ。こういう学習の仕方こそ、「勉強」のあるべき姿なのではないかと僕は思った。今までは、これからどんな学部に進めばいいのだろうかと悩んでいた。しかし、そこで今回の例を見てみる。顕微鏡を使いたいという目標を決め、そのために量子力学を勉強した。目標を決めれば、学ぶべきものは自然と決まってくるのだ。僕は今回のワークショップを通じて、ひとつの目標を持つことの大切さに気づいた。

人生という名の道は今から多くの分岐が現れ始めると思うのだが、何か大きな目標をひとつ持って、それに相応しい方向を選び、歩いていきたい。

サリー大学サイエンスワークショップに参加して
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立教英国学院

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮田俊介
僕のプロジェクトだった“Water for Life”はイギリス人の生徒4人と日本人の生徒4を合わせた8人、ファシリテーター、教授のチームで進められました。今回のテーマは非常時の水の供給についてでした。ルワンダとウガンダの間あたりにあるNyabwishongweziでのことについてで、主な内容は非常時のキャンプ地のレイアウト、水を供給するときに必要な蛇口や仮設トイレの数を考えたり、供給する水の汚れを取り除くために入れる薬品の量を実験を行って詳しく調べたりする、広い範囲にわたっての作業です。僕はこのワークショップは科学だけしか使わないと思っていたのですが、このプロジェクトでは科学だけでなく数学や統計学なども用いて、いろいろ大変なことが多かったです。特に大変だったことは供給する水に入れる薬品の量を計算した式を理解することで、式を全部英語で説明されるのですぐには理解できませんでした。今までにイギリス人の生徒と共同でプロジェクトを進めていくことなどはもちろん1回もなかったので始めたばかりのときはコミュニケーションをとるのに苦労しました。やはり日本語と英語という言語の違いは1番大きな壁で、このようなプロジェクトでは専門的なことも多かったので、ファシリテーターの人がいないと上手く伝えられないことも多くありました。そういうときに改めて英語が完璧に話せるといいなと思いました。しかし、普段の日常的な会話などは交わすことができたのでよかったです。自由時間には一緒にサッカーをしたり、色々とプライベートのことについて話したりでき、交流をさらに深められたと思います。今回のワークショップでの反省点は日本人の生徒で固まってしまったことで、良かった点としては積極的にプロジェクトに参加できたことです。ワークショップの期間中は日本語とほぼ同じぐらい英語を話すことができ、また、夏休み中にはそこまで英語を喋る機会がなかったのでとてもいい機会となりました。今回出会えたイギリスの生徒たち、日本の生徒たち、ファシリテーターの方々とはずっと連絡を取っていきたいと思います。本当にいい思い出を作ることができたので、今回のような行事があったらまたぜひ参加したいと思っています。
サイエンスワークショップに参加して
　　　　　　　　　　　　　　　　　立教英国学院　２年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長谷川　翼

「うわ…、広っ。」

会場に着いて最初に思ったこと。今思えば、初めから終わりまで圧倒されっぱなしの１週間だったなぁ、と思う。

立教の２ヶ月の長い夏休みの真ん中、７月の最後、サリー大学で行われるワークショップに参加させていただくことになった。１週間大学に泊まり、日本人とイギリス人が１つのテーマについて、話し合ったり、研究したりする。面白そうだなと思うよりも、２ヶ月の間、友達に会えないより楽しそう、そんな気持ちが先に出た。そんな気持ちで参加してしまったのが圧倒されっぱなしだった原因だったと思う。

最初の圧倒。サリー大学は想像していた以上の広さだった。見た目もオックスフォードやケンブリッジよりも新しく、どの建物からも新しいにおいがするようだ。泊まることになっている場所も新しい。なにより個室。圧倒。

参加者が初めて顔を合わせるパーティ。今までにない雰囲気で緊張していた。知らない日本人たちとイギリス人。なんとなく話し掛けづらくて知っている人たちと固まってしまった。そんなとき、助けてくれたのがファシリテーターのヨウヘイ君。ヨウヘイ君は最初に会ったときから気軽に話し掛けてくれた。ヨウヘイ君は立教の卒業生。英語は全然話せなかったらしい。でも今は英語でジョークも言えるし、真面目な難しい話もできる。僕が誰にも話しかけられずにいると、

「話し掛けてこいよ。一緒にいってやるから。」

といろんな人たちのところを一緒に回ってくれた。ヨウヘイ君が英語でみんなを笑わせているのを見て、圧倒。英語でもこんなに楽しく話せるんだ。新たな発見だった。

２日目からテーマごとのグループでの授業。授業はみんなでの話し合いがメインだった。話し合い。日本人が苦手なことじゃないかなと思う。自分の意見を言う。人の意見を聞く。どちらかだけでもダメ。最初はイギリス人を人の意見を聞かないやつらだ、と思っていた。実際、話し合いはほとんどイギリス人ペースで進んだ。明らかに僕の方がよく知っていることもあった。何で意見を聞いてくれないんだろう。

その日の授業のあとヨウヘイ君が、

「自分の意見、言わないと聞いてもらえないぞ。自分が話してるときは話してる、話したいって伝えなきゃ。」

とアドバイスしてくれた。そうか。僕は今まで、意見を聞いてもらうことしか考えていなかった。意見は聞かせるから、聞いてもらえるんだ。

次の日、英語に不安もあったけど、勇気をだして、はっきりと意見を言えた。今まで意見を聞かないと思っていたイギリス人も、あまり上手くない英語をしっかり聞いてくれた。自分の話を聞いてくれている。そのことに驚き、また、嬉しかった。自分の意見を人に聞かせる。普通の日本の授業では、人に聞かせる、話すということはあまりなかったので、とても新鮮で、楽しかった。

しかし、今、心残りなことがある。それは授業以外のときに話し掛けられなかったことだ。特に食事のとき。なぜか、なんとなく日本人同士で一緒になってしまう。１人でイギリス人の輪の中に入っていける勇気がなかった。あんな絶好のチャンスを無駄にしてしまったことが、今でもくやしい。しかし、最後のお別れのパーティー。たくさんの今まで話せなかった人とも話せた。写真も一緒に撮れた。お別れのときは、英国式にハグでさよならをした。最後の最後、この１週間で１番積極的になれた。

僕たちのプロジェクトは、毎日笑い声が響いている`LAUGHING　PROJECT`だったと、他のプロジェクトの人たちに言われた。たしかに、すごく楽しくて、毎日笑っていた気がする。楽しいかったのは、みんなが自分の意見を言えたから、そして、みんながみんなの意見を真剣に聞いたからだと思う。みんな仲が良かった。本当に、楽しかった。

今思えば、授業も新たに知ることもたくさんあった。しかし、１週間、普通の生活をしているときに学んだことも多かった。サッカーを一緒にしたこと。外を散歩しているときに話したこと。これも泊まりこみで行うワークショップのならではのことだった。

この１週間、圧倒、圧倒の連続の中から、たくさんのことを学べた。意見を言うことの大切さに気付かせてくれたヨウヘイ君、一生懸命話を聞いてくれた同じグループの仲間。いろんな人に出会えたからいろんなことを学べた。この出会いに感謝したい。また、話し掛けられない自分の勇気の無さ。今まで気付けなかったことや、見えなかった自分の弱点も見つけられた。そしてもう１つ、ヨウヘイ君という、すごく大きな、自分のこれからの目標を見つけることができた。

この、圧倒されて押された分、今度は跳ね上がって、もっともっと大きくなる。
サリーウィーク
                                              立教英国学院　　２年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クリストファー・メルリーニ

この夏、僕はサリー大学で行われたサイエンスワークショップに行きました。このワークショップの目的はイギリス人の生徒と共に科学を学ぶことです。もうひとつの目的はイギリス人と交際することでもあります。僕はこのワークショップをとても楽しみにしていました。好きなことを学び、実験道具などを触ってきちんと起動するか見てみたり、いろいろな意見を交わしあいながらあるトピックについて話し合いをしたりしました。僕にとっての最高の時でした。

僕が通っている学校と比べると、このワークショップでは教え方が違うことに気がつきました。僕らの学校では生徒は機械のように勉強します。生徒は机に縛られ、鉛筆と紙を机上に置かれ、そして黒板に書いてあるメモをノートに写せと命じられます。これでは生徒が強制的に勉強させられているため、僕はとてもつまらないと思います。僕は好きなことを学ぶときだけ勉強を愛します。

ワークショップでは人工衛星についてたくさん勉強しました。それは思った以上に面白かったです。

天文物理などの分野は含みませんでしたが、その代わり宇宙に発射される衛星についているカメラについて勉強しました。この内容はとても教育的でしたが、木下先生の教え方がとても勉強になりました。週の初めに彼はこのプロジェクトのプランの簡単な説明をしました。それから、今回使いそうな基本的な物理を教えてもらい、それはとてもシンプルではっきりしていました。その後、カメラの機能を勉強しながら、その機能を使いつつ写真を作りました。これの点で、僕の勉強は楽しくなりました。写真を作ることに成功した後、その応用の完全な３Dの映像を作るこことにしました。これはとても難しいことでしたが、その代わり莫大なうれしさを得ることができました。完全な３D映像を作ることはできませんでしたが、目標を達成することはできました。週の終わりにみんなで今週やったことをまとめそれをプレゼンテーションにして発表しました。このプレゼンテーションイベントは僕にとっての「教育のクライマックス」です。これは一石二鳥みたいなものでした。発表する人はトピックをまとめるためにたくさん勉強し、レポートが相手にわかるように内容をかなり熟読しなければいけません。見る人はプレゼンテーションを見るときに内容が理解しやすいため、学ぶことができます。こういう点で発表する人も聞く人もひとつのレポートから学ぶことができます。プレゼンテーションの不便なところは時間がかかることです。しかしそれは、ひとつのものにたくさんの時間をかけることができるから、たくさん学ぶことができるという利点もあります。

学校もこうあるべきだと思います。もっと楽しめますし、もっと得ることができます。もっとつらいかもしれませんが、それは人生にもっと大きな影響を及ぼすこともできると思います。
ほかにもこのワークショップで学んだことといえば、それはグローバルイズムです。僕はアジア、アメリカ、そしてヨーロッパに住んだことのある、半分日本人、半分アメリカ人の高校生です。これ以上国際的になれますかね？スイスにはもう６年以上住んでいるので一般のヨーロッパ人とはどういうものなのかはだいぶわかります。なので、ワークショップに行ったとき、日本人の生徒にもっと興味を持ちました。僕は、何が人気なのか、誰が有名なのか、どういうスタイルをしているのか、などといろいろ知りたかったです。このことを考えずにはいられませんでした。この好奇心のおかげですばらしい友達を５時間もたたないうちに作ってしまいました。このとき初めて、話すだけでも友達はできるということをわかりました。これは最高でした。イギリスの生徒と話すのは簡単なことではありませんでしたイギリス人が気難しいといっているわけではなく、ただ単に何を話せばいいのかがわかりませんでした。僕は英語を知っている上に（アメリカンアクセントで）よくしゃべれます。ただそのとき何をすればいいのかがわかりませんでした。僕は「何を期待しているのだ？面白いことをしなくちゃいけないのか？サッカーのことについてしゃべるべきなのか？音楽がすきなのかな？」と悩みました。たくさんの思いと一緒に迫ってくる「失敗したら、終わりだぜ。」という圧迫感。このように話すのが難しかったです。ある日、公園も聞くためにオックスフォードを見学しにいきました。昼の時間になって僕はあるイギリスの生徒のグループに、友達と一緒にそこで食べていいのか聞きました。たまに、みんな静まって、しらけました。だが、誰かがそのとまった時空を破ってくれ、それはとても助かりました。これは国境を越える友情の始まりでした。この後、イギリスの生徒と話すのがとても楽になりました。英語なんて問題にはしたことはなかったです。問題だったのは、あまりにも僕の文化と違っているため、話す勇気が出なかったことです。何がくるのかがわかりませんでした。しかし、今はわかります。どんなに相手が違っても、我らは人間、だからこそ違う国とはすのを恐れないべきです。

このワークショップは僕が未来を見る視点を変えてくれました。これはとても貴重な体験でした。とても優れた、教育システムを体験することができたし、そして、文化の違いは人間同士のコミュニケーションを妨げないことを理解しました。このワークショップはたくさんの人を変えたと思います。最後にひとつ言います。僕の夢は科学者になることだ、インターナショナルな科学者。

The UK-Japan Young Scientist Workshop   
                                                         Rakuhoku High School  
                                                              Nao Yasui  
(Climate change team)
     I took part in the UK-Japan Young Scientist Workshop held at Surrey University, in the U.K., from 30 July to 8 August.  It was much more impressive than I had expected.  It gave me a lot of memories although it was just a week.  They were not only the most pleasant ones in my life, but also a bit of shocking to me.
     At the welcome party, I was surprised at the talkativeness of the Japanese companies.  I wanted to talk with the British students too, but a little hesitated to do so, because I was not confident in my English.  However, once I joined the conversation, British students were all kind and gentle.  They talked to me very kindly in spite of my poor English.
     On the next day, the day the project began, I noticed the difference in the attitude to discussion between the Japanese and the British people.  From my viewpoint, the British students are confident and rough in the process of discussion.  In contrast, the Japanese are sincere and mindful of details.  I thought that the British students are used to presentations.  Maybe they thought it was strange that my words were always uncertain.
     Now, all the memories are so brilliant and I wonder if it is just a dream.  I have decided to study English harder to be able to have a conversation with the talkative British people.  Some day I will visit the U.K. again. 
2006 UK-JAPAN YOUNG SCIENTIST WORKSHOP
 Rakuhoku High School　
Satoshi Fujito　
     Thank you very much for everything.
     I had some valuable experiences during my stay in London. I left Japan for the first time in my life. So I was weak at speaking English.  I was making efforts to guide my mind.  Did you understand what I mean? 
     From now on, I‘ll study English as best as I can.  And we'll  hold a debate on science more.  If I have a chance , I‘d like to study abroad.  I am looking forward to seeing you someday.       
UKｰJAPAN SCIENCE WORKSHOP 
                                   　           　　    Rakuhoku High School   
                                                            Ayaka Okamura
     I had an unforgettable experience in the UK.  
     At first, I was very nervous and I couldn't express what I meant in English. So I was at a loss what to do.  I couldn't speak English better than I had expected.  I was annoyed about the next ten days from the welcome party.
     The next day, our project "Sleep" started and my anxiety mounted more. The whole lecture was done in English, so I could hardly understand it.  In any case, I tried to understand desperately.  On the first day of the project, we saw the data of the “Actiwatch” which we had been collecting for more than a week and we were very surprised at the great data.  It was so interesting.  The more I knew about the biological clock, the more I wanted to understand it.  Some teammates helped me, and I could understand little by little.  Through their help, I found science very pleasant for the first time in earnest.  On the last day of the project we had the presentation successfully.  I felt that we made a great presentation!!
I couldn't communicate very well with British members, but I was very happy to learn about this project with these members. 
     What I was looking forward to doing every day was the time after dinner. The cultural exchange party was a lot of fun and it warmed me up.  We succeeded in introducing the “Koma”(spin) and the British people seemed to enjoy the Koma, so I was very glad.  When we played outdoors at night, I participated in a very easy baseball game.  We also played volleyball and handkerchief dropping.  Through sports, I could communicate with British people and I was so happy.  I had a very good time!! At the farewell night party, I took many pictures.  I had good memories in a week.
     I was sorry that I couldn't speak English well and I couldn't say what I wanted to say, so I was chagrined. But I was very very happy to be able to join this workshop!!   The workshop was beyond my description.  In the UK, I could get a lot of great things.  Of course, I enjoyed the London trip.  But the days I spent with everyone together at Surrey University and learned many things together were the most meaningful to me.  This experience will remain alive in my memory forever.  I was very happy!!
     Thank you everyone.
The UK-Japan Young Scientist Workshop
                                                        Rakuhoku High School
                                                          Shinnosuke Kakimoto
　　Through this science workshop I had a great experience that will have a great influence on my future life.
     When I was chosen as a member of this WS, I was glad because I could stay for ten days in England with only 60,000 yen.  But I was anxious about speaking English well.  So I had mixed feelings. 
     On the first day at Surrey University, I found it difficult to listen to what native speakers said.  So at first I regreted that I joined this workshop.
　   I interchanged and studied with British students in Surrey University for one week.  My team researched Nanotechnology.  I got more and more interested in it, as the days passed; I enjoyed it all the more because I got used to listening to English. My team conducted experiments that we can't do in Japan. For example we used a scanning electron microscopy (SEM) which magnified objects tens of thousands of times.  And we used a focus ion beam (FIB) to draw pictures for nano size with FIB.
In the middle of the workshop we visited Oxford University.  Oxford consists of a lot of colleges, so I was really surprised. And each building was worth watching.  On the last day of this workshop we had a presentation.  Just before I made a speech, I got much more nervous than I had expected.  Anyway the presentation went well.
     One week passed in a flash.  I wished I had spoken and listened to English more.  But I enjoyed that week 120%. 
     On the seventh day, we left the university and visited Cambridge University.  The buildings of Cambridge were much bigger and gorgeous than those of Japan.
    On the eighth day, we had the free action of London that I was looking forward to.
We visited Big Ben and the British Museum etc.  In the British Museum there were so many displays that we couldn't see all.  It will take one week to see all of them.
    On the ninth day, we visited Royal Greenwich Observatory and Science Museum. 
     As for food in England, all meals we had in school canteens were very oily and too much to eat.  I missed rice.  But the dishes of a hotel were very delicious so I thought I recovered the loss at last.  I did not want to return to Japan.
     When we arrived at Kyoto Station, it was much muggier than in England.
     My future course became clear through this science workshop.  I feel like putting this great experience to good account.  I felt happy to have spent ten days in England.
Impression of the UK-Japan Young Scientist Workshop
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Rakuhoku High School
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ayano Kisegawa
     I had a lot of valuable experiences in this workshop.
     The First thing is that I worked with British high school students.  At first I couldn’t speak to them, because my English language skill was so poor.  But when I tried to speak English carefully, they tried to understand what I wanted to say.  So I could communicate with them.  Thanks to my teammate, I learned how to use Power Point . He taught me many times to make me understand.  He was so kind and I could have a little confidence.
     British high school students are so kind, wise, and positive. What surprised me and what I want to learn is their positiveness.  When I attended lectures in English, I noticed one thing about the conversation between a professor and British students.  If they had questions, they asked immediately.  Not only a professor but also other students responded.  Probably the form of the lectures was the same at their own high schools.  I have never attended such lectures in Japan.  In Japan students who attend classes are usually passive and only listen to what teachers say.  I think if the Japanese lecture-style changes into the British one, it will be efficient.  To be active we should listen more carefully, and exchange opinions and questions.  Positive attitude and the strong will toward the conversation is very important.
    The second point is that we could do high quality research activity and presentation. Our group researched on “Global Satellite”. I could learn something new every day.  So that excited me. Our group researched “Multi spectral camera” and “3D camera”. Actually we used them to take pictures and composed pictures. And we went to the Space Center at Surrey University to listen to the special lecture about up-to-date satellites.  Because teachers were so kind and interesting, we could learn pleasantly. The presentation which we did as the final activity of this workshop was so great.  I have never experienced such a presentation.  British high school students presented without reading manuscript but looking at us to make it easy to understand.  Many questions and opinions were exchanged.  It was a very beneficial presentation.
     The third thing is that I could make friends.  Not only the British high school students but also the Japanese students who joined this workshop were ambitious.  So I want to follow their examples.  I had good memories with them.  I want to continue communicating with them.
     Finally, I want to extend my appreciation to all the people involved in this workshop.  I never expected that I could experience such a wonderful workshop.   I hope we can have more opportunities like this workshop..
     Thank you.
                       UK Japan Young Scientist Workshop

                                                 Horikawa High School

                                                       Rina Takashima

I had a wonderful time in this work shop. I am really happy to have been to the UK and have met great people. Though I was not really good at speaking English, they all were kind to me. The best thing was to have become friends with British students. I never forget the time I spent with them. Playing rounders in the evening was exciting. I had never played it. So they taught me how to play. I enjoyed very much. An early morning walk was really nice. And we talked a lot over a glass of juice in a bar at the university. I got a new angle on my country as well as know about the UK through talking with British students. I believe we are friends though we live far away.   

And I have learnt many things from this work shop. I’ve learnt the importance of asking questions. The professors and teachers often emphasized to us the importance of asking questions. In fact I was able to ask questions during explanation. At fast I thought asking questions in English might be difficult to me. But when I asked questions, they explained so simply that I could understand clearly.  

I studied nanotechnology in Surrey University. All things were new to me. I thought we can apply nanotechnology to various fields. For example nanotechnology is used in biology, medical science and so on. So subdivision of studies is a problem. We must always share the discoveries which we made with many other people even in different fields.

I would like to share what I learned through this work shop with many people and put this experience to good account. 

UK Japan Young Scientist Workshop

                                                 Horikawa High School

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ayaka　Koyama

In this workshop, I think I could have a lot of greater experiences than I expected.

It was only five days, but I felt longer because I had a lot of experiences.

At welcome party and during the activity at SCEPTrE, I hadn’t got used to listening to British English and so nervous that I couldn’t speak to British students, but in the project I was getting used to, and then I came to talk with British students.

Besides the project, we had some lectures at Sleep Center, Oxford University and Surrey University. They were so difficult that I couldn’t understand the whole contents. I felt it hard to understand it even in Japanese, and I did have the lectures in English!! But I think that the difficulty has made me to concentrate on listening to lectures.

The content of this workshop sounds so hard. I jet-lagged but had to use English and study…but I didn’t feel it’s so hard, rather, I felt I was really lucky to be here!! I think that’s because I love both English and science. Actually, it was more enjoyable than sightseeing in London, which Japanese students went after the workshop.

I had really precious experience. I could join the sleep, clock gene team, which I was interested in so much, and that made me want to study not only gene, but mechanisms of sleep and dream more eagerly!
After I came back to Japan, I’m having full school life, making reports, presentation and posters.

My goal of this year was to find an experience that I dedicated myself to.

I think I could achieve it in this summer!!

My impression on UK Young Scientists Workshop

Ritsumeikan high school 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Goro Yamano　　　

This workshop was very massive for me. While working the project, there were many difficult terminologies and I did not understand many of it. But British student explain the meaning kindly. Besides, facilitators were very kind to me, so I am full of the gratitude. It was very interesting for me to visit the Oxford and the Cambridge universities. Especially, the buildings where of the college and the town were very nice incentive to me because my dream is to become an architect.

Moreover, accommodation and facilities which we can use and stay was excellent as the Surrey university prepared dorm the single room for each student. 

I was going to make an effort in my own way. But I realized that my English was not good enough. If I could practice English language skill more, and the workshop will be held in Kyoto next year, I want to attend it. In the future of this workshop, I want to continue this workshop. But, it could not become true without teachers' cooperation. So     I strongly wish for cooperation. Thank you very much for very valuable experience.

   “The Things that I get at UK-Japan Young Scientist Workshop and My Resolution”                            

 Ritsumeikan High School  

 Tomoko Matsuda

The times were 10days. It was not so long. But I can be certain that I could get bigger things more than that time.
                “UK-Japan Young Scientist Workshop”
 The word: “Scientist” tickled for my heart. And I thought “I’m not here to go sightseeing.” This workshop began with these hearts.

 I visited the University of Surrey that is famous for satellite.

 The project was five, “Climate Change, Health and Ethics”,” Water for Life: Water Treatment and Supply”, ”Global Monitoring by Satellite”, ”Exploring the Nanoworld”, “Circadian Rhythms, Sleep and Jet Lag” . I joined “Global Monitoring by Satellite”.

 I’m very interested in cosmos. So I’m studying about “Mars probe”. It was dreamlike for me to be able to study about the satellite at the University of Surrey. The teacher who built many satellites told me about camera of satellite. Now, cameras of satellite generally have high resolution which can distinguish heads of people. The precise cameras were made by strict calculations. We don’t have to shift more than θ=0.002°, and we need some lenses for wavelengths of each light colors. Then we build camera that has red, blue, green and infrared lenses, calculated resolution, and made 3Dcamra (We had enough time). I mainly build camera. I paired with English student and said own ideas. We finish building camera by trial and error and set it on car that made by Lego mindstorms. It became to be able to change lenses automatically. I think we can call it ”the crystal of everyone’s ideas”. We present the project that we take 1week by presentation on the last day. First, I thought I can’t do presentation by English. But a certain English student suggested to English students “Let’s do presentation by Japanese!!” I was really glad for their heart that tried to cooperate and to be interested in Japan. Then I practiced to make good presentation!

 We could finish the presentation that made by everyone successfully. I did many presentations at my school. I was just did assignments, but it was not waste. So I thought I want to enhance my presentation ability.

 Fortunately, we could look around laboratories that tied up with company. I looked making of satellite, observing the earth by satellite, and so on. I thought that cosmos is strange and development is difficult. But therefore, it has many possibilities of future. Now we can know a lot of things: distributions of minerals, forests, residences, disasters and so on. So we can hope development at various fields: disaster relief, environmental preservation and so on. On the other hand, we can expect dangerous that outflow of privacy and information. I thought it is not problems for only one nation, and we need meeting that passed across the border, religion and race.

 The community passed across the border aroused me. English student’s age was as same as ours. But their idea was original. On the other hand, they were surprised and agreed to our ideas. Thus to enhance is important for our growth.

 The community with another Super Science High school was also aroused me. We talked about study, research, and dream of future. And I could know their efforts and difference between their school and ours.

 Everything made me happy, and full. I could study a lot of things. But I think I were more good English speaker. If I can English more, I could understand about project and could make more friends and talk with them. I feel bitter my English speaking ability. My dream is to look around the world, so I decided to study English more in Japan.

 I want to walk around the world magnificently with the word: “Scientist”
UK Japan Young Scientist Workshop

                                                 Ritsumeikan High School

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　Ayumi Kiyohara
Before I went to Britain, I had imaged very strong discussion and conflict between students. I had a anxiety, whether I would be able to take a part in that or not, and a desire,which is that I would do that in English. This trip seems to be very old event for me, because there were many differences between the life in Britain and that in Japan.

It was the biggest event for me to work on a project on Sarry University during 4 days. Everyday, I felt happy and sad. The former was due to enjoy talking, researching and drawing with all members. The latter was not to understand English exactly, and not to speak in English fluently. Everyday, there were fights. As soon as I went to dorm, I had fallen into sleep most days. At the time, I wondered why I was very sleepy everyday. However, now I think that I was under some strong stresses. “I must use English to be good at speaking English.” “I must speak my idea.” “I must do my best because I am in 3rd grade.” These were stresses made by myself. However, at 3rd day during project, I found I had to relax more if I wanted to enjoy project. At the time, we could talk with members in English through doing the same actions. Sometimes we behaved stupidly, and we laughed. All members had good time then. I could not work ideally, but I enjoyed all time. 

It is important for us to do our best. However, it is no sense if you can not advance because of your high ideals. I am not a super girl, so it is impossible that my ideals are fulfilled for few days. “One thing at a time, and that done well, is a very important thing.” This is said usually. I agreed with it after this workshop.

In addition, I found difficulty and enjoyment to research together. I am working on my research alone. I had not understood difficulty and enjoyment to research with others before. However, this workshop told me them. 

There were some regrets. I was afraid of stranger sometimes, and I did not take care of my health. I caused people troubles. I think they must be improved by myself. 

This workshop was wonderful. I want it to be continued more and more, and I hope that it makes many students feel moving emotion.

UK Japan Young Scientist Workshop

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ritsumeikan High School

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Midori Higashino　　　　　　　

I had a lot of wonderful experiences through this science workshop. It was more massive and fruitful than I had ever imagined. The people and culture of U.K. gave me a great shock. 

One of the things I was struck was how well the British students gave presentations. Many of them spoke fluently without any notes, and work a few jokes into their speeches. Moreover, they answered the sharp questions and discussed about the topic with the audience. I think we hardly see such a scene  like this in Japan. 

The other thing I was surprised was the attitude of the audience. When I made a speech at the opening ceremony, I felt more comfortable to speak in front of the British people than the Japanese people. They listened to my speech closely, and they gave me warm applause. I was intoxicated by the atmosphere. 

The lectures were very interesting and the parties were so enjoyable. But I believe that I gained not only the pleasure but also a broad view in this exciting country and from the people. I do want to make the best use of this experience and keep on trying something new. 

UK-Japan Science Workshop 2006

Ritsumeikan High School    

Ryo Hatayama

 I was given many good experiences from this workshop.

 First, I was surprised at British people’s kindness. They heard our opinion very carefully and adopted the opinion during this workshop. When I couldn’t tell my opinion and gave up our teammate said, “Why do you stop? I want to hear your opinion. One more time please.”   Eventually, I could tell my opinion.

 Second, I was surprised at many overseas students in University of Surrey. During this workshop, I heard the story which talked by facilitator Yoji. The reason why he decided to study abroad was very interesting, so I become that I want to study abroad too.

 Most importantly, we could unite for common purpose. I think that it was very important accomplishment in this workshop.

 Finally, when I speak English I feel that the most important thing is what I can speak in English. I feel that British people and any other country people want to hear about Japan. While I continue studying English, I want to study more correct about Japan.

 Thank you for all who took part in this workshop.
　　　　　　　　　　　Water for Life

　　　　　　　　　　　　　　High School Attached to Kyoto University of Education

                                         　　　　  China Yamada


If you were to walk into a restaurant and ask for a glass of water, how will you react upon discovering that you will be charged for it?  A frown will most likely cross my face; for it is rapidly becoming common knowledge within modern-day Japanese culture that, “Water is free”.

However, the circumstances appear slightly different in England.  I noticed, as I entered a pub in London, that firstly you are given a choice of tap water or mineral water.  Tap water is free, while mineral water is not, due to the amount of energy cost taken in the purification and preservation processes.  These distinctions in water awareness between Japan and the UK may also be represented by numbers.  According to a research done by the Ministry of Land, Infrastructure and Transport, the average English citizen uses approximately 120 liters of water per day, as opposed to a Japanese citizen who use up nearly 3 times that.

This summer, I seized a precious opportunity to participate in the “UK-Japan Young Scientist Workshop”.  The project team I decided to join was ‘Water for Life’.  After understanding the basic principles of water treatment, our task was to design a community and emergency water supply system for Nyabwishongwezi, Rwanda, a nation in central Africa.  During the spring and early summer of year 1994, a genocide took place there, forcing many to leave the country, namely producing thousands of internally displaced people.  The questions we debated, concerning safe water access, were based on actual relief operations undertaken at that time.

Once we started discussing our situation, from simple queries such as, “What is the overall provision of water required per day?” to “What should the size and quantity of tanks and clarifiers be?  How should the taps be distributed throughout the camp? How much time and chlorine are needed to remove the pathogens?” I was astonished by the number of factors needed to be taken into consideration.  Most households in Nyabwishongwezi collect water for domestic use directly from nearby streams or rivers.  As a result, many die every year due to diarrheal diseases.  I had never before stopped to realize that the water which so easily flows out of our taps had undergone such a complex course of treatment processes.

Literally, “Water is Life”!  I feel that this is something the Japanese people have forgotten in recent years.  Based on the “Sphere Standards”, it is estimated that a minimum of 15 liters per day will meet the requirements of most people under most conditions.  In other words, 15 liters is the minimum quantity of water needed to survive.  Despite this, as I have mentioned earlier, the Japanese consume 320 liters of water daily, this being the fourth highest number worldwide and well above twice the  global average.  We must keep in mind that millions―perhaps billions―of people globally are suffering from lack of access to even a nominal amount of 15 liters of drinking water per day, the majority being children less than 5 years of age.

Although the workshop lasted only 10 days, I am certain the gained knowledge and established friendships will have a definite positive effect on my future.  Not only have I been introduced to the profound science of water and its value, I have been made aware of the significance of global partnership―of students from 2 different nations coming together to achieve a common goal―to help those in developing countries.

Though it took some time in getting used to the new atmosphere at Surrey University, we were welcomed warmly and the anxiety soon faded as excitement took its place.  Even the language barrier did not seem as large an obstacle after a while.  “Cultural Evening” was especially fun.  It delighted us to see so many people showing a great interest in Japanese culture (We wished to share more!).

I feel that this form of international cooperation will become increasingly important in our modern constantly evolving world.  Therefore, I hope to make the most of all that I have obtained through this workshop and continue to expand my knowledge of ‘water for life’ and other global issues.

　　　　　　　　UK Japan Young Scientist Workshop

                           High School Attached to Kyoto University of Education 

 Yasuki Takeda

In this program, I’ve had various experiences and learned many things. Everything I looked at, listened and learned were really interesting for me. I want to get back to UK and have more experiences if I can. Probably I will go to UK again in the future.

Some of them what I’ve learned in this workshop are about science, of course. But I’ve also learned many things from people, scenes and friends.

On 4th day in this program, I played some sports with UK and Japanese friends. We played a game like baseball (sorry, I’ve forgot the name of the game). I didn’t know the rule of it, but anyway I played by watching UK friends. I was able to understand how to play while playing, but unfortunately, I couldn’t understand the rules very much (Actually, I couldn’t understand which team won!). However, it was really enjoyable for me to play the game with friends.

I think it isn’t very important to understand the rules, systems and so on. “The most important thing is to enjoy it”... This is one of the big things I’ve learned from SW.

But it would be more enjoyable if I could understand the rules, so I want to learn English much harder.

 Thank you very much!

UK-Japan Young Scientist Workshop        

High School Attached to Kyoto University of Education　Hiroyuki Tashiro

Until arriving in UK, I was worried if I could blend in and make English friends. But haven spoken to some people in the welcome party, the worry turned to excitement. English people were friendly, and I enjoyed speaking with them. I especially enjoyed having company with the people from Hinchley Wood High School. Calum, who was very kind, invited me to have tea with him after the welcome party. That invitation I’ll never forget, it was very generous of him. During tea, I met Laurence, who was a cool guy, but very funny every now and then. And Mr.Ali, who was a teacher. But you don’t get a more friendly and funnier teacher in Japan as Mr.Ali. Afterwards I met Mr.Philcox, who was also a teacher from Hinchley Wood. He was very generous and kind and easy to speak to. One week was a very short time, but we had a lot of fun. Morning walks with Calum and Laurence, playing Poker (Not with real money of course) with them, eating the chili burger that Mr.Ali bought me, walking around Oxford, drinking ginger ale at the pub after the farewell party. I can’t possibly count out the wonderful times I had with them. Those times were the happiest, and are the times I will remember and treasure forever.

 About studies, I was in the nanotechnology group. Until the workshop, when I hear “Nanotechnology” I was thinking of “Nano-robots” and the frontier things. But throughout the workshop, I learned that it’s not all about nano-robots and looking at atoms. You have to learn the basics. We used the machines like SEMs and AFMs. With those, we were able to write words and pictures in nano scale. This was interesting enough and was fascinating. I hope my experience of this workshop will come in handy when I become a technologist in the future.

 Lastly, it has been an honor to be a part of this workshop. I can’t remember any week in my life that was more interesting and enjoyable than the week I spent at the workshop. The biggest outcome of this workshop was that I made many great friends. And especially “Best” friends with Calum, Laurence, Mr.Ali, and Mr.Philcox. How can I ever forget them.

UK-Japan Young Scientist Workshop        

High School Attached to Kyoto University of Education

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　Natsumi Horikawa

< Project > 
I am very happy to having been able to learn about satellite.  I have been interested in such kinds of science since I was a small child.  Although satellite is indispensable for our modern, convenient lives, we know little about its structure and how it works.
Everything I learned was new to me.  Throughout this project, I was really attracted to the earth observation.  What surprised me most were the images from satellite.  Using several filters, we can know the state of crops, the existence of moisture and so on.  I thought that it was wonderful to be able to see all over the world from a room in the University of Surrey.  It was the visit of Surrey Space Centre that impressed me the most.  There were satellites under production, and I couldn’t believe that such a small thing could go to space.  I learned the advancement of earth observation there.  I am not so good at physics, so I had many questions about the project.  But I could enjoy the research、gaining a rot of precious knowledge.
< Presentation >
I was very nervous about the presentation, because I had to speak in front of real scientists.  I learned how difficult it is to speak English.  In Japan, I won’t experience such a full-dress presentation easily.  After we finished our presentation, I thought that ‘’ our team is the best.’’   I am proud of having joined the Global Satellite team.  Throughout the presentation, I learned the difficulty to collect what I want to convey and the pleasure to achieve something along with many people.
< Communication > 
I had been worrying about staying with British students.  But it was not as difficult as I had expected.  Thanks to their help I could express myself very much.  I realized that being passive is too useless.  In Japan, there is always something I have to do even if I don’t want it.  Therefore I had to be more and more aggressive in the project.  I think it is the biggest difference between Japanese and British.  I was surprised at the British students because they spoke to the professors without constraint.  We, Japanese, tend to distinguish teachers from us.  So I got confused about the conversation with professors.  Now, I regret that I didn’t talk with them much.  Also, I was overwhelmed the speed of thinking and the ideas of other team members.  It was the good example for me to follow. 
< In Conclusion >
I want to deepen my knowledge of Global Satellites from now on.  Although, the workshop was very short, I could have excellent time there.  I will never forget the long but short one week.  I want to spread my own world and try new things more than ever.  The workshop was the great step for my future.  Lastly …..I am most grateful to the Global Satellite Team members, Dr Underwood, Mr. Fernandez and the facilitators.  Thank you very much.

　　　UK-Japan Young Scientist Workshop

High School Attached to Kyoto University of Education

　　　　　　　　　　　　　　　　　     　　     　Yoshiko Takai


Having participated in the UK-Japan Young Scientist Workshop 2006, I feel that I was able to learn and gain many things.


First, I learned the importance of trying to understand each other through the difficulty of communicating in a language which is not my own.  Although the facilitators and teachers helped us greatly, it was still challenging for me to express my own opinions, using technical terms, in English.  However, the British side listened to my ideas perseveringly, and we were able to have a discussion.  This convinced me that anything can be accomplished with effort and cooperation.  Also, having needed to do everything in English made me want to study the language even harder.


Second, I was able to experience new learning styles and also listen to various opinions.  Not only did we do research but we also discussed what we found interesting or didn’t fully understand.  This learning style made me realize the importance of pursuing a satisfying answer.


Third, I was able to make many new friends through this Workshop.  Although we were only together for more or less a week, having done everything together, we were able to build a solid friendship.  

Last of all, I felt that I experienced a “normal day of British people” during the Workshop; going to shops within the university, playing cards in the dormitory, etc.  These will be memories I will never forget.  

Thank you to all of you who have made this Workshop such a success.

　UK-Japan Young Scientist Workshop

Rikkyo School in England

                                                  Nozomi Itakura

It was the first time I have joined in the workshop and I was looking forward to taking part in it. I was very excited thinking about the University of Surrey and the students who participate in the workshop, but I was worried because I’m shy and I’m not good at English.

I had trouble with English. When I was talking with the English students, I couldn’t hear because they spoke too fast for me. Then they talked to me again slowly. I was very happy. It was difficult for me to listen to English, but speaking English was much harder. Not having a large vocabulary, sometimes there was a pause in the conversation. I felt I wanted to understand what my companions said and be able to express my thoughts so I will study English harder.

I joined in the sleep team and I had never studied about sleeping until then so it was very interesting to look around the sleep centre, to examine our brain waves and to listen to professor’s classes. When I had a question and asked him, he explained it in plain English. Also the English students who studied with us were very kind. They helped me when we were preparing for the presentation. I felt that English students are very good at presentations. I have done presentation few times, so it was hard for me.

After workshop, I thought about my future. Until then I had thought about it vaguely. I had not determined the course to be taken. Some students who joined in the workshop had already determined their courses. The workshop gave me a chance to think about my future. I’m very glad joined the workshop and I had a good experience.   

The World depends on my heart

Rikkyo School in England

Hiroaki Sasaki

In August 2006, a UK & Japan young scientist workshop was held at Surrey University.

Half of the members were English students, the other half were Japanese students.

I was one of them.
On the first day, some Japanese students and teachers came from Kyoto.

There was a dinner for everyone at the beginning.

The students talked to each other and made friends.

I couldn’t talk to anyone well so I felt alone.
However, my sadness gradually grew smaller as the workshop went on.

It was when I saw many huge scientific devices that I felt happy.

I saw that all of the other members’ faces were bright.

I found all of us loved science.  There was no difference between them and me.

When I realized it, I felt much better.

Then the world looked different.  I felt cheerful.  I wasn’t alone.
We learned about ‘nanotechnology’.


We saw many kinds of microscopes and operated one of them the name of which was ‘Environment Scanning Electron Microscope (ESEM)’.

This is a microscope, which can be used for observing something with magnification of 100,000 times.

This magnification was so high that I couldn’t guess what it was by seeing the image from ESEM.

Of course, it was the first time I had used ESEM.

But, I wasn’t the only one.

I shared the emotion about ESEM with other students.

In this workshop, we shared things for example emotion about all things, the difficulty of operating ESEM, the joy of making presentations and so on.

Time went by very quickly.  I had great time.

I learned one special thing from this workshop.

It was that the world is relative. It is not the same for everyone.

The world for each person depends on his mind.

I want to live in a good world with a good mind.

UK-Japan Young Scientist Workshop

　　　　　　　　　　　　　　　　　Rikkyo School in England

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Shunsuke Miyata

"Water for life" of the project that I participated in was pushed forward by four British students and four Japanese students and facilitator and a team of a professor.

The title for this time was supplement of water in emergency.

It is about Nyabwishongwezi which is in between Rwanda & Uganda and the main contents is about the layout of camp site in emergency, thinking about the number of taps for supplying water and temporary toilets and investigating the amount of chemicals which is needed to purify dirty water for supplying. As you can see this project is a wide ranged work. In this project, there was a lot of hard working because I personally thought that this workshop only needed science knowledge but apparently

This project needed mathematics and statistics as well as science

What was particularly difficult was to understand the formula of calculating the amount of chemicals to put in the water for supply because it was to be explained in the formula in English .I have never done a project with English students, so it was difficult for me to communicate with them. The difference in language was the hardest part and because I speak different language the specialized terms was very difficult in this project. There were many times when I couldn’t tell them that the facilitators are not with me. And every time this happens I hoped myself to be able to speak English perfectly but fortunately, I was able to do some daily communications. In break times I played football with them or had a chat with them about with our private lives and by this I think we got on with each other better. The consideration points at the workshop in this project was that Japanese students gathered themselves up as a group too much, and the good points was that we could get on with the actively. During the workshop term I spoke English as much as I speak Japanese and it was a very good opportunity for me to speak English during summer holidays. I want to keep in touch with the English students, Japanese students and facilitators. It was such a good experience for me so I would like to go to join event like this again.

UK-Japan Young Scientist Workshop

Rikkyo School of England

                                                 Tsubasa Hasegawa

“Wow, this place is huge.”

This was the first thing I thought when I entered the campus. Come to think of it, I was overwhelmed from the beginning to the end of the week.

During the long 2 month summer vacation, I participated in the workshop which was held at Surrey University. At the workshop Japanese students and English students have conversations and research on one subject, while staying at the university for 7 nights. Instead of thinking that it’ll be fun, my thought of “it’ll be better than not being able to meet my friends” came first. Going into the workshop with an attitude like that maybe the cause of my overwhelming.

The first overwhelming. The surrey university was bigger than I thought. The looks of the place were newer than Oxford and even Cambridge. I could even smell the fished cement. The dorms that we stayed at were even new. The best part was that it was a single room. But this was overwhelming me.

The first time that we all met each other was at the party the day we came. The place was filled with tension while I had a feeling I’ve never had before. Japanese and English students who I’ve never seen before. Because I didn’t have the feeling of talking to someone new, I bunched with the Rikkyo students which I’ve seen 2 weeks ago. Who encouraged me to talk with other people was a facilitator called Yohei. He was a post graduate of Rikkyo. He talked to me as we have met before, which really helped.

You used to be unable to speak any English. But now he could tell jokes in English and have serious conversations. When I was unable to talk to anyone he came up to me and said, “go give it a shot. I’ll be with you.” Then we went to meet many different people. I was overwhelmed when he made everyone laugh with his jokes. That’s when I found English to be fun. It was a major discovery.

From the second day we had sessions of learning within each theme. The aim of the lesson was having conversations. From my point of view I believe Japanese people are very poor at having them. Telling your view and listening to others. I couldn’t even do one of them. First I thought that English people don’t listen to other people’s opinions. As a fact the conversation moved on at their pace. I was sure that there were some things that I knew better. I wondered why nobody would listen to me. After class, Yohei came up to me and said, “Your opinions. They won’t listen unless you tell them it. When you tell them, you got to tell them with an “I want to participate” feeling.” I’ve never thought of it that way. I’ve always thought of being understood by others. But, actually you have to tell them if you want them to understand. The next day, being a little worried of my English, I used my courage, and told them my opinion. Until now, when I thought they would never listen, they actually listened to my “not so good” English suggestions. They really listened. I was surprised and very happy at the same time where you would tell your opinions, so this for me was very refreshing and interesting.

But now I have something unsure of. It was that I was never accosted by any of the British students. Especially during meals. I don’t know why, but I always ended up with the Japanese group somehow. I think I didn’t have the guts to go and sit with the British students alone. I will always regret that that I avoided the greatest opportunity like this. But then at the farewell party, ii was able to talk to many people who I couldn’t speak to. We also took pictures. When we said our goodbyes I “Hugged” some people also, which for me was a British culture experience. At the end of the end I was able to be so enthusiastic.

Our project was called the “Laughing Project” by the other projects, because our project was full of laughter everyday. I’m pretty sure that I laughed everyday and had lots of fun. I think it was in virtue of expressing our suggestions, and listening to other suggestions. Everyone was so friendly. I really, really had a lot of fun.

Come to think of it now, there were many new things I learned during project class time. But there were more things I learned this week during free time. Playing soccer with many students. Talking while taking a walk. This was all through the overnight workshop.

This week, I have learned a lot through the continuous overwhelming I had. Yohei, teaching me the seriousness of expressing opinions. The partners in my group, who concentrated to listen to my suggestions. This was all through meeting so many different people. I want to thank the workshop for this opportunity.

The discourage of unable to talk. It was something I never noticed, but now I’ve found my weakness. Now I’ve found my big objective, he is called Yohei.

Being pressured by this overwhelming, I will jump back up to become a bigger and better person.

Surrey Week

                             Rikkyo School in England

                                Christopher Merlini

This summer I attended to the science workshop held at Surrey University. The purpose of this workshop is mainly about learning scientific subjects with British students. But the second goal is also to have a relationship with the British students. I really enjoyed this workshop, because it was very exciting for me. Learning what I like and enjoy, fiddling about with “SCIENTIFIC GADJETS” to see if they would function properly for a certain objective, and having discussions about some kind of topic by accepting different ideas from other students. This for me was a time of my life.

Compared to the school I go to, I noticed that the teaching system in the workshop was completely different. In our school we study like machines. We are glued to the desks, with a pencil and paper, and told to write down the notes on the chalkboard. For me, this is terribly boring, because I’m forced to learn. I love to learn and study only when I am learning what I enjoy.

At the workshop I learned a lot about satellites, which was pretty interesting than I expected. The topic didn’t contain much space science. Instead, we learned about functions of the camera used for the satellites, which are launched into space. The subject was very educational, but it was actually the way the Dr. Underwood taught us that was educational. At the beginning of the week, he explained to us the basic concept of what we were going to do and the plan for the week. Then he taught us easy physics that we might have used for the week, which was very simple and clear. After that we learned the functions of the camera as well as using those functions to create an image. This is what made my studies more fun. Succeeding to create an image, we went to the next level of trying to make a perfect 3D picture. This was very challenging, which brought me enjoyment. We weren’t able to create a complete 3D picture, but we did accomplish our goal. At the end of the week, we reported our work with a public presentation. This presentation event is what I call, “the climax of education”. It’s like killing two birds with one stone. The presenter studies about the topic vastly to be able to organize his knowledge so the audience can understand his report, which means he learns a lot out of it. The audience will learn about the topic because it’s not so complex to comprehend. So two sides benefit from one report. The negative side of a presentation is that it takes up a lot of time, but that also means that you learn much more for putting a lot of effort into studying.

This is the way schools should be. Its much more enjoyable, and you gain a lot from it. It might be harder work, but than again you might make a bigger difference in life.

Another thing I learned from this workshop was about internationalism. I’m a kid half Japanese half American whose lived in Asia, America, and Europe. How international is that! I’ve been living in Switzerland for more than 6 years and I know what an average European is. So when I went to the workshop I was more interested in the Japanese students. I wanted to know what was popular, who was famous, what kind of clothing style they had, and much more. I just couldn’t stop thinking about it. This curiosity also helped me make friends, in a matter of fact I made a wonderful friend within a matter of hours. This was the first time when I understood that, communications of information can buildup a relationship. It was really awesome. The British students weren’t so easy to talk to. It wasn’t that they were difficult people; it was because I didn’t know what to talk about. I know English, and I can speak it well (in an American accent). I just didn’t know what to do then. I wondered “what do they expect from me? Am I supposed to be funny? Should I talk about football? Do they like music?” So many thoughts in my head with the pressure of “if I screw up, I’m kicked out of the crowd.” In this kind of way it was difficult for me to talk to them. One day, we visited Oxford to see the university with a lecture. At lunch time I asked one of the British groups if me and my friends could sit together and eat. They accepted us with a smile, and I was very happy to eat internationally. I asked them about school and some other questions. Sometimes there were those awkward silent moments. But then someone would break the ice which helped a lot. This was the beginning of a friendship crossing over the border. After this day it was much easier to speak to the British students. So for me English not even a problem. The problem was that I was too much of a coward to talk to them because their culture is different from mine. I didn’t know what was coming to me. But now I know. How different your skin color looks, were all human, so I shouldn’t be afraid of anything to talk to a different nation.

This workshop has made a change to my point of view towards my future. This was a very valuable lesson for me. I got to experience an efficient learning system, and I also understood that differences between cultures can’t stop people from interacting. I think this workshop has changed many people. I will tell you one thing. My dream is to be a scientist, an international scientist.

Science, Surrey and a Set of Sensible Students (ehem) 
Sent from Colchester High School for Girls
After we had finished our exams, broken up and forgotten as much science as possible, Mrs. Ward took Sarah Bates, Sian Humphreys and Amanda Talhat, to Surrey University for a UK-Japan Science Workshop, to spend a week working on science projects with 9 other groups of English and Japanese students.
On arrival, we went through the routine of finding our rooms, seeing who was in the next room and playing with the internal phones. At the evening reception, the whole workshop gathered together for our first nervous meeting of Japanese and English. 

We were introduced to the people we would be working with for the next week, our chosen projects were Water for Life, Sleep-clock Gene research and The Health and Ethics of Global Warming.
The next morning, we worked together in an iLAB – it was brilliant! We drew on the walls and put our ideas together. We are SO jealous of CCHS getting one, they’re great  and there is something about being able to draw on a wall that makes you think better; honest!
Apart from our projects, there was lots to do, including  preparing for the Cultural Evening, practising our roles as UK’s Patron Saints. By Tuesday, we were standing in the limelight, Amanda dressed in full Highland dress (very fine she looked too) and Saint George proclaiming manhood and bravery whilst dramatically stabbing members of the audience, much to the delight of everybody in the room. We learnt how to write in Japanese, make Origami cranes and spin tops properly, it was so hard!
Throughout the week, we made some real friends. It was lovely to talk to people who came from a different culture and find we could still work together, share ideas and laugh out loud as we tried to beat each other at Rounders. After those first awkward moments, we had fun, especially on our trip to Oxford, where we attended lectures on Electron Microscopes and Biochemistry at Brasenose College. Coming back, Mrs. Ward discovered the true meaning of Pastoral care as Amanda was sick on the seat. The coach driver (who was HUGE) began to crack his knuckles but Mrs Ward saved the day, by smiling at him, as we ran for our lives.
Friday came too soon. After a hectic morning finalising the group presentations we would perform in front of an audience, we were standing, once again in the limelight, speaking about our projects. Sarah found herself chairing and speaking Japanese during the links – her first try, in front of 100 people!  That evening, we had our final, formal dinner, where the four of us arrived fashionably late and elegantly dressed in true CCHS style. It was fantastic. It seemed impossible that a week ago, our friends had been total strangers.
Saturday morning was bleary-eyed as we said “goodbye” to our departing friends and we headed home. The week was brilliant, better than that! We would like to thank you, Mrs.Ward, for taking us, keeping us supplied with milk and sugar and for joining in with us having an amazing time!

平成１８年日英高校生サイエンスワークショップinギルフォード(英国)2006に参加して

京都府立洛北高等学校　理科　山口幸雄
　７月３０日～８月８日の１０日間に及ぶ日英サイエンスワークショップ（ＳＷ）に生徒引率して一番強く感じたことは、文化・教育などの考え方の違いが国によってかなり大きいということです。産業革命の発祥の地として、英国は科学の最先端を走ってきた国であり、その伝統の重さや素晴らしさに五感を通して直接触れることができたことは生涯忘れることはできません。生徒においてもＳＳＨ指定校でなければ絶対経験することのできない貴重な研修だったと思います。これからの生徒諸君の人生観を大いに変える研修になったことは感想からもうかがえました。教師どうしのディスカッションにおいて、日本では「Teach」スタイルの教育であるのに対し、英国では「Facilitate」スタイルの教育であることの対照的な違いについては特に印象的でした。教師が生徒に対してどのようなスタンスで接していくべきかを大いに考えさせられました。さらに、私個人としては英語での学校紹介プレゼンテーションも無事に終えることができ、とてもよい経験ができたと思います。今回のＳＷにおける目的は大きく２つあり、一つは日英高校生の間での共同研究すること、もう一つはその研究などを通してコミュニケーションをとることです。この連動した２つの目的をいかにして達成させられるかが重要であると感じました。本校の生徒においては英語を通してのコミュニケーションはかなり難しいことであったと感想にも書いてありました。このことは私自身も強く感じたことでした。コミュニケーション能力があれば英国の理科の先生方と貴重な生の声が聞けたのではないかと思います。何とか話す努力はしてみたものの聞くことはできず、本当の意味でのインタラクティブなコミュニケーションがとれない歯がゆさも体験しました。やはり、トータルで考えてみると、何事も恐れず常に積極的な姿勢で臨まないと得られるものは少ないということもわかりました。参加した５名の生徒達にとって、自分たちの次元で懸命にコミュニケーションをとり、共同研究を行おうとする姿勢が少しでも感じられたことは大きな成果であったと思います。

　こちらでの反省材料の一つでもあるのですが、今回のＳＷのテーマの詳細な内容決定について、生徒の選考前に教えていただければなおよかったのではないかと思いました。地理的に離れており調整が困難であることは充分理解しておりますが、生徒によっては実験・実習を中心に行えると思っていた者もおり、討論中心のチームではもう少し実験・実習をしたかったという生徒もいたようです。日英ＳＷの目的は実験・実習だけでなく討論などを通してコミュニケーションをとることだということも事前にしっかりと確認しておけばよかったと思います。　

最後になりましたが、このような普通の高校生では決して経験できない夢のような研修を計画し、当日の運営にご尽力いただいた関係の先生方に感謝の言葉は言い尽くせません。来年度以降も出来る限り多くの生徒達がこのような素晴らしい研修を受講できることを切に願っております。本当にありがとうございました。

日英サイエンスワークショップに参加して
                                   京都府立洛北高等学校　　英語科　山本　千里
  今回の日英サイエンスワークショップに生徒とともに参加し、私自身非常に有意義な時間を過ごさせていただいた。そこで、気づいた点を少し書かせていただこうと思う。
  まず、日英生徒同士の交流について。彼らは、最初こそ戸惑い消極的だったが、時間がたつにつれて、言葉だけでなく身振り手振り等様々な手段でコミュニケーションを図り、充実した時間を過ごすようになっていった。コミュニケーションについては何ら心配はなかったように思われる。
　プロジェクトについては、非常に充実した内容のもので、レベルの高い知識が少しでも吸収できたのではないだろうか。ただ、それぞれのプロジェクトの内容についてもう少し事前に知っておく必要があったと思われる。分野によっては、大半が高校でも未習の内容で日本語ででも理解できないところがあり、その上に言葉の壁が立ちはだかり、大学での講義・演習についていけない生徒もいた。今後は、あらかじめそのプロジェクトに必要な基礎的な知識（実験も含めて）をできるだけ身につけていくことが必要だと痛切に感じた。今回、その生徒たちの不安や悩みを和らげてくれたのは、ファシリテーターである。専門知識のあるファシリテーターは、時には少々の日本語を用い、うまく高校生を引っ張っていってくれた。また女性のファシリテーターは、苦労している高校生と休憩時間に対話するなど細やかな気遣いをしてくれた。今回のプロジェクトにおいてファシリテーターの存在は大きかったのではないだろうか。私たち教師も非常に助かった。
　ロンドンでの研修について。生徒たちは、どこに行っても何を見ても、「外国だ」「日本ではない」ことを実感し、感動していた。全体として観光のレベルを越えられなかったようだが、「外から日本を見る」「日本人以外の人を知る」機会を得られたことは、今後、より広い視野で物事を考えられるようになるのではないだろうか。
  私自身、２０年ぶりのイギリスとなった。科学についての知識もなく関心もなかった私にとって、プロジェクトの内容を理解することは非常に難しく、その点では全く生徒の役に立てなかったように思う。また、ブリティッシュイングリッシュに戸惑い、人によっては慣れるのに時間がかかり、イギリスの先生方と自ら交流が図れるようになった頃にプロジェクトが終わったことは非常に残念だった。自分自身の英語力を普段から磨いておかねば．．．と強く反省した。１０日間で、私自身が役に立てたことは少なかったように思うが、個人的には、平常の慌ただしさから解き放たれ、全く違う空気を吸い、大いにリフレッシュさせていただいた。科学に対しても少しだけ見方が変わったように思う。本当に貴重な体験をさせていただいて、ありがたい研修だったと心から思っている。
日英サイエンスワークショップの引率を終えて－日英SW１週間の探究活動の中で－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都市立堀川高等学校　理科　中山　浩

堀川高校を始め，SSH校はそれぞれ課題研究の指導に独自性を持っています。京都のSSH４校で英国の高校とサリー大学での研修を通じて，お互いの探究姿勢のよい所を学ぼうと，今回のワークショップが企画されました。

その結果，英語が使えないとさまざまな局面で研究を進めることが難しいという，理系の生徒たちが将来直面するであろう環境をまざまざと見せられた思いがします。そういう意味では，参加した生徒だけでなく，教員にとっても研究の場で英語を用いることとはどういうことか，その必要性を切実に知らされた１週間でした。

　今回，主に日本側の問題点として気がついたことは，１）ゼミ形式授業における学習姿勢　２）ゼミ内の討論における質疑応答の重要性　３）SSHも謳う国際感覚の重要性　４）その他　などです。来年以降の取組みのため，その他の生徒へ還元できる内容を整理しておきたいと思います。

１）ゼミ形式授業の中での学習姿勢

　これは基本的なことですが，自ら学ぶ姿勢が重要だということです。今回のワークショップで言えば，訪問の前に十分な予習がなされていました。英語で説明を聞くために，十分な予習が必要でした。予習がしやすいグループ(例えばナノテク)，予習していても分かりにくいグループ(例えばスリープ)があることも事実です。

２）ゼミ内の討論における質疑応答の重要性

　まず質問ができなければ，共同研究に入っていけない。とにかく黙っていることが，理解の足を引っ張っているように思います。議論だけでなく，聞き取りにくかった語句やさまざまな段取りの確認のため，質問をするべきだということを改めて知りました。

３）SSHも謳う国際感覚の重要性

共同研究をする中で，ある程度常識となる国際的知識は身につけておかなければならない。たとえば，「京都議定書」の話題が出てきたときに，そこからいちいち質問したり，調べたりしているようでは，周りの足を引っ張ることになります。

４）その他

質問しやすい和やかな雰囲気を，いかにかもし出すか。日英お互いに積極的に歩み寄る姿勢をいかに養うか。また，研究テーマとその進め方については，今後も議論を続けていきたいと思います。

さて，ワークショップでは，教員にとってもすばらしいことがありました。今回引率教員はサリー大学のSCEPTrEセンターを拠点とし，活動する中で，連日英国側の教員と研究交流を持つことができました。

当初は日英各校の特色を交流するだけの予定が，まず全体会で日英の教育の現状を情報交換し合い，知識伝達か探究能力の養成か，は日英両国に議論や揺れ動きがあることがわかりました。次に各校の特色を交流し，翌日からはグループに分かれ，ワークショップ期間中の生徒の変化について議論をすることになりました。

今回は，テーマは大学の先生にお任せしたわけですが，テーマとその進め方には，もっと議論の機会があってもよかったと思います。

　これについては，今後の日英サイエンスの枠内で発展継続を考えていく他，インターネットを通じて日常的に情報交換できないか，模索中です。

日英サイエンスワークショップ感想

立命館高等学校　理科　久保田一暁

英国でのサイエンスワークショップは私たちの長年の夢でした。

とりわけ今年度のワークショップは、21世紀を見据えた魅力的なテーマを５つも揃えて頂き、モデルケースとして今後に語り継がれるような素晴らしいワークショップになったと思います。また生徒の活動と並行して日英の教員同士の交流・議論の時間があったことも、非常に有意義でした。

サイエンスという学問を通じての国際協同ワークショップは、単なる異文化体験とは一線を画す、次世代型の国際交流のかたちの一つを示すものです。21世紀において科学技術の発達とその倫理性・社会性の重要度が増し、地球環境と人間活動の調和が白眉の課題となる中、この日英サイエンスワークショップは世界の流れを先取りした取り組みだったと思います。そのような貴重な機会に2004年度の立命館、2006年度のサリー大学と連続して参加させて頂いたことに心から感謝します。このような機会はこれから益々活発になっていくに違いありません。

しかし、このワークショップから帰国後まもなく、ロンドン・ヒースロー空港でテロ未遂事件の容疑者が逮捕されました。まだ世界には紛争やテロの恐怖から安心して生活が送れない人々がたくさんいます。海外との交流どころか毎日の飲み水の確保だけで精一杯の子どもたちもたくさんいます。今回のワークショップに参加した日英両国の生徒たちは、国や文化の違いを理解し、相互に尊重し協力できる心の広さを育み、平和な国際社会を築くために貢献できる大きな人物に育ってほしいと思います。そのためにも、これからも歩みを止めることなく、真剣にサイエンスを学んでいってもらいたいと思います。

このワークショップ開催にあたり、ご尽力頂いたアルボーン博士や岡野博士をはじめ、在英日本大使館の方々、サリー大学の教職員や日本人留学生の方々、Japan-UKライブやオックスフォード大学の皆さま、そしてSSH進展にご尽力頂いている文部科学省やJSTの皆さまに心より御礼申し上げます。そしてこの日英サイエンスワークショップの支援をして頂いている中、2003年11月29日にイラクにて急逝された故・奥克彦大使への感謝を忘れずにはおれません。

2006年8月4日はワークショップの終わりであるだけではなく、より幅広いイギリスと日本とのサイエンスを通じての連携の始まりであると思います。私も微力ながら、今後の努力を惜しまないつもりです。



　　　　　UK-Japan Young Scientist Workshop
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立命館高等学校　英語科　　武田菜々子
　昨年の実施中止以来、待ち望んでいた日英サイエンスワークショップが今年ついに実現した。英国の大学を会場に、日本と英国の高校生たちが同じ興味・関心を持ち、高いレベルの科学研究において、共に学ぶ時間と場所を手にしたのである。かつては考えられなかった夢のようなプログラムである。英語を共通の「道具」として使い、同じ「科学研究」という目標に向けて共にすごした10日間は生徒にどんな成長をもたらしたのであろうか。10日間、教員としては見守ることしかできなかったが、生徒たちのなかでなにか意識が変わったのは間違いないだろう。実際、英国人の中に交ざりDiscussionやPresentationを行った日本人生徒たちは相当な苦労をしたことと思う。そのときの気持ちや悔しさを忘れず、今後に生かしていってもらいたい。いろいろな経験をすることで生徒はどんどん伸びていくのは間違いないが、今回このようなすばらしいプログラムの中で学校を代表して参加したことにより、今後の活躍を期待したい。
今回のプログラムム実施にあたってサリー大学、クリフトン科学トラスト、立教英国学院、在英日本大使館、また高田先生をはじめ京都SSH校の先生方、多くの方々にお世話になり、本当にありがとうございました。

日英SW２００６に参加して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都教育大学附属高等学校　英語科　高田哲朗

　日英SW２００５中止の苦渋の経験を乗り越えて、ようやく飛行機の窓を通してイングランドの緑多い大地が見えてきたときは、何とも言えぬ感動が突き上げてきた。

　ごった返していたヒースロー空港で岡野先生やイギリスの高校生に出迎えていただいた時も、サリー大学のキャンパスに着いて、寮の自室に荷物を置いたときも、そして、歓迎会で多くのイギリスの高校生や先生方と接している時も、なんとなく夢を見ているようだった。パーティーの途中で、まだ一度も日本に連絡していないことに気づき、インターネットでメールを送りたいとお願いしたところ、サリー大学のジョーさんに、パーティー会場からかなり遠く離れたインターネットの使える場所まで案内していただいた。ジョーさんのご親切に接して初めて、イギリスでのワークショップが始まったのだという実感を得ることができた。

　付き添いとしての参加は予想以上にしんどいものがあった。生徒の活動を見ていればよいのではなく、しっかり観察してそれを分析し、討論し、レポートしなければならなかった。強制的に日英の教員ミックスのグループで活動させられることになった。それぞれの学校の実践交流会も行われた。しかし、これらにより、イギリスの先生方のものの考え方を一層よく知ることができた。

　ワークショップ自体はまさにサイエンスの活動なので、門外漢の小生にはよくわからないことが多かったが、日英の生徒たちがお互い協力しながら、討論や実験・実習を重ねながらプレゼンを作り上げていく過程は、これこそ国際交流だと思った。聞き取りにくい早口のイギリス英語に苦戦しながらも、何とか意思疎通しようと努力している生徒たちの姿は大変すばらしかった。文化交流会でのお互いの文化の紹介も大成功だった。最後の別れが何人かにとって涙、涙の別れになったのは、彼らにとって数日のワークショップが深い交流の場であったことの証左であろう。これからも生徒たちの間で交流が続いていくことを願わずにはおれない。

　教員同士は、残念ながら生徒たちほど親密な交流ができたとは言えない。日英ともに違った意味でシャイなところがあることも確かだし、何よりも言葉の壁が大きかった。しかし、このワークショップがこれからの我々の日英教育交流の出発点となる機会になったことは確かだ。色々なレベルで今後交流を進めて行きたいと強く思っている。

　最後に、このような実り多いワークショップの企画・実行で大変お世話になったアルボーン先生、岡野先生ご夫妻、サリー大学の先生方、ファシリテイターの日本人留学生の方々に心からお礼を申し上げたいと思う。

　来年は是非日本で開催に今年のワークショップのお返しをできればと考えているところである。
日英サイエンスワークショップ

　　　　　京都教育大学附属高等学校　理科　　杉本浩子

　サリー大学での充実したプログラムに驚き、熱心に御指導いただいた大学の先生方やスタッフの方々、ファシリテーターの皆さんに本当に感謝の気持ちで一杯です。生徒はいろいろな科学的知識を得ただけなく、もっと多くのものを得て帰って来たと思います。彼らの今後の活躍を期待せずにはいられません。また、私自身も、イギリスの先生方の教育に対する熱い思いを聞かせていただき、たいへん刺激を受けました。わたしには“英語”という大きな壁があり、思うように交流することできず残念でしたが、本当に勉強になった１週間でした。

